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多田市政4期目スタート

新しい市議会議員を紹介

住宅用太陽光発電システム設置費を補助

子育て・くらし・文化・スポーツの情報

Ｐ２

Ｐ３

Ｐ４

Ｐ１９～３１
本市の人口と世帯数（２７年４月３０日現在）
人口　１１万５４９１人（男性５万４８８５人、女性６万６０６人）

世帯数　５万１５８世帯

青葉丘幼稚園内第２幼児教育センターで、楽しそうに遊ぶ子どもたちの様子青葉丘幼稚園内第２幼児教育センターで、楽しそうに遊ぶ子どもたちの様子。。　※関連記事※関連記事１７１７・２０ページ・２０ページ
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こ
の
た
び
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
ご
信
任
を
得
ま
し
て
、

引
き
続
き
市
長
に
就
任
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
　
４
期
目
の
市
政
を
担
う
に
際

し
て
、
そ
の
責
任
の
重
さ
に
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま

す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
期

待
に
沿
え
る
よ
う
、
市
民
福
祉

の
向
上
と
本
市
の
さ
ら
な
る
発

展
に
向
け
て
、
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
今
日
、
少
子
高
齢
化

や
人
口
減
少
が
進
む
中
で
、
本

市
に
お
き
ま
し
て
も
厳
し
い
状

況
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
特
に
人
口
減
少
問
題
は
、
地

方
自
治
体
に
と
り
ま
し
て
、
そ

の
存
続
に
関
わ
る
深
刻
な
問
題

で
あ
り
、
財
政
運
営
や
社
会
保

障
政
策
は
も
と
よ
り
、
雇
用
や

労
働
力
不
足
な
ど
地
域
の
産

業
、
経
済
面
で
も
極
め
て
大
き

な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
子
育
て
施
策
を

は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
人
口
減

少
を
食
い
止
め
る
た
め
に
も
、

本
市
を
よ
り
魅
力
の
あ
る
ま
ち

に
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
　
そ
し
て
、
本
市
が
こ
れ
か
ら

も
南
河
内
の
中
心
都
市
と
し
て

　
年
先
、
１
０
０
年
先
ま
で
発

１０展
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
そ
の
礎
を
作
る
た
め
、
将

来
を
見
据
え
な
が
ら
市
政
を
推

進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
誰
も
が
住
み
た

い
、
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る

ま
ち
、
そ
し
て
市
民
の
皆
さ
ん

が
夢
と
希
望
を
持
て
る
「
 煌
 の

き
ら
め
き

ま
ち
」富
田
林
の
実
現
に
向
け
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
富
田
林
市
長
　
多
田
　
利
喜

　
4
月
　
日
執
行
の
市
長
選
挙
に
お
い
て
、
４
選
を
果
た

２６

し
た
多
田
　
利
喜
市
長
が
５
月
１
日
、
職
員
ら
の
出
迎
え

を
受
け
、
初
登
庁
し
ま
し
た
。

　
市
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
と
っ
ぴ
ー
」
か
ら
花
束

を
受
け
取
っ
た
多
田
市
長
は
、「
誰
も
が
住
み
た
い
、
住
み

続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
、
そ
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
夢

と
希
望
が
輝
く
供
 煌
 の
ま
ち
僑
富
田
林
の
実
現
に
向
け
、

き
ら
め
き

よ
り
一
層
力
強
く
市
政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
抱

負
を
述
べ
ま
し
た
。

夢と希望が輝く「 煌 のまち」富田林へ
きらめき

５月１日、４選を果たした多田市長が初登庁しました
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４
月
　
日
執
行
の
府
議
会
議

１２

員
選
挙
（
富
田
林
市
・
大
阪
狭

山
市
お
よ
び
南
河
内
郡
選
挙

区
）
に
お
い
て
、
次
の
２
人
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

尾崎　哲哉
無所属　４期

村山　理恵
公明党　１期

遠藤　智子
公明党　１期

川谷　洋史
無所属　３期

辰巳　真司
無所属　４期

山本　剛史
自由民主党　４期

京谷　精久
自由民主党　５期

高山　裕次
公明党　５期

草尾　勝司
公明党　３期

永原　康臣
民主党　９期

南齋　哲平
無所属　２期

林　光子
自由民主党　７期

左近　憲一
自由民主党　５期

田平　まゆみ
日本共産党　１期

奥田　良久
日本共産党　８期

岡田　英樹
日本共産党　３期

吉年　千寿子
無所属　５期

伊東　寛光
大阪維新の会　１期

 村　善美
無所属　４期

鈴木　憲
大阪維新の会　３期

西川　宏郎
自由民主党　３期

　
４
月
　
日
執
行
の
市
議
会
議

２６

員
選
挙
に
お
い
て
、
次
の
　
人
１９

が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

（
写
真
は
議
席
順
、
敬
称
略
）

議
長
・
副
議
長
、 
             

議
会
選
出
の
監
査
委
員
決
定

　
５
月
　
日
に
開
か
れ
た
第
１

１５

回
市
議
会
臨
時
会
で
、
議
長
・

副
議
長
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
選
出
の
監
査
委

員
も
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

議
長

奥
田
　
良
久
さ
ん
（
　
歳
）

６４

住
所
　
佐
備
１
０
４
６
の
２

経
歴
　
議
長
、
副
議
長
な
ど
を

歴
任

副
議
長

草
尾
　
勝
司
さ
ん
（
　
歳
）

５１

住
所
　
龍
泉
４
８
６

経
歴
　
監
査
委
員
、
議
会
運
営

委
員
会
委
員
長
な
ど
を
歴
任

監
査
委
員

南
齋
　
哲
平
さ
ん
（
　
歳
）

４０

住
所
　
藤
沢
台
一
丁
目
４
の
　１１

の
５
０
７

経
歴
　
市
民
総
務
常
任
委
員
会

副
委
員
長
、
決
算
特
別
委
員
会

副
委
員
長
な
ど
を
歴
任

市
議
会
議
員
を

　
　
　
　
紹
介
し
ま
す

府
議
会
議
員
を

　
　
　
紹
介
し
ま
す
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　あなたの市政に関するご意見やご提案、まち

づくりのアイデアなどを市長室で市長とお茶

でも飲みながら、気軽にお話ししませんか。

　なお、１月は地域活動などについてお話しい

ただきました。

とき　７月９日、午後３時～４時３０分まで

募集　２組（１組は５人まで）、１組当たり時間

は３０分

申し込み　６月１５日までの午前９時～午後

５時３０分（土・日曜日は除く）に電話で住所、

氏名（参加者全員）、電話番号、テーマを情報

公開課（内線１８１）へ（申し込み多数の場合抽

選）

住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
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陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽
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ススススススススススススススススススススス
テテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテ

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム

設
置
費
を
補
助
し
ま
す

●
自
ら
が
所
有
し
、
事
業
に
供

し
て
い
る
市
内
の
建
築
物
を
、

災
害
時
に
緊
急
的
な
一
時
避
難

所
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
に
つ

い
て
本
市
と
協
定
を
締
結
し
、

当
該
建
築
物
に
対
象
シ
ス
テ
ム

を
新
設
す
る
人
（
協
定
の
締
結

に
は
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま

す
）

※
い
ず
れ
も
　
年
４
月
１
日
か

２７

ら
　
年
３
月
　
日

ま
で
に
対

２８

３１

象
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
、
電
力

会
社
と
電
力
需
給
契
約
を
締
結

し
た
人
ま
た
は
締
結
し
よ
う
と

す
る
人
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、

過
去
に
こ
の
補
助
を
受
け
た
こ

と
の
な
い
人
に
限
り
ま
す
。

補
助
件
数

１
４
０
件
程
度

補
助
金
額

対
象
シ
ス
テ
ム
の
最
大
出
力
１

㌔
ワ
ッ
ト
に
つ
き
３
万
円
で
、

上
限
９
万
円
（
３
㌔
ワ
ッ
ト
）

ま
で

申
し
込
み

７
月
１
日

～
　
年
３
月
　
日

２８

３１


（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
午
前
９
時
～
午
後
５
時
　３０

分
）
ま
で
に
申
し
込
み
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
要
書

類
を
添
付
し
て
市
役
所
４
階
み

ど
り
環
境
課
（
７
月
１
日

、

午
前
９
時
～
正
午
の
み
市
役
所

４
階
４
０
１
会
議
室
）
へ
持
参

※
申
し
込
み
は
一
人
に
つ
き
一

申
請
と
し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
予
算
の
範
囲
を
超

え
た
場
合
は
、
申
し
込
み
を
締

め
切
り
ま
す
。

※
郵
送
で
の
受
け
付
け
は
で
き

ま
せ
ん
。

※
申
し
込
み
用
紙
お
よ
び
申
し

込
み
要
領
は
６
月
　
日

～
、

２４

み
ど
り
環
境
課
で
配
布
、
ま
た

は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各
課
の

ペ
ー
ジ
「
み
ど
り
環
境
課
」
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

み
ど
り
環
境
課（
内
線
4
3
2
）

　
本
市
で
は
、
地
球
温
暖
化
防

止
と
未
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
内
に

自
ら
が
所
有
ま
た
は
居
住
す
る

住
宅
や
災
害
時
に
避
難
所
と
し

て
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
企
業

施
設
な
ど
に
、
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
設
置
し
た
、
ま
た
は

設
置
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

補
助
対
象
シ
ス
テ
ム

住
宅
の
屋
根
な
ど
へ
の
設
置
に

適
し
た
逆
潮
流
あ
り
で
連
携

し
、
太
陽
電
池
の
最
大
出
力
が

　
㌔
ワ
ッ
ト
未
満
の
シ
ス
テ
ム

１０（
未
使
用
品
に
限
る
）

対
象
者

●
自
ら
が
所
有
ま
た
は
居
住
す

る
市
内
の
住
宅
（
集
合
住
宅
を

除
く
）
に
対
象
シ
ス
テ
ム
を
設

置
し
た
人
ま
た
は
設
置
し
よ
う

と
す
る
人
（
対
象
シ
ス
テ
ム
を

設
置
す
る
住
宅
が
補
助
対
象
者

の
所
有
で
な
い
場
合
は
、
所
有

者
の
設
置
承
諾
を
得
て
く
だ
さ

い
）

●
市
内
に
、
対
象
シ
ス
テ
ム
付

き
住
宅
を
購
入
し
た
人
ま
た
は

購
入
し
よ
う
と
す
る
人

１月２３日の様１月２３日の様子子

　
近
年
、
街
頭
に
設
置
さ
れ
て

い
る
防
犯
カ
メ
ラ
に
よ
り
、
犯

罪
者
の
検
挙
に
つ
な
が
る
事
例

が
見
ら
れ
る
と
と
も
に
、
犯
罪

の
大
き
な
抑
止
力
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
地
域
住
民
の
安
全

確
保
と
街
頭
犯
罪
な
ど
の
抑
止

を
図
り
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
町

会
（
自
治
会
）
が
地
域
内
に
防

犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
経
費
を

補
助
す
る
同
補
助
金
制
度
を
設

地
縁
団
体
防
犯
カ
メ
ラ

　
　
整
備
補
助
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

補
助
対
象
団
体
　
町
会
（
自
治

会
）

補
助
金
額
　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
（
整
備
）
に
必
要
な
経
費
の

２
分
の
１
の
額（
上
限
　
万
円
）

５０

※
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
前
に
申
請

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
必

ず
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
協
働
課

（
内
線
４
７
３
）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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ににににににににににににににににににににににににににににに
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ

～
町
会
（
自
治
会
）
に
よ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯
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メメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメ
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設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設
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ををををををををををををををををををををををををををををを
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援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援
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ててててててててててててててててててててててててててててて
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ままままままままままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

　
　
　
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
を
支
援
し
て
い
ま
す
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長とととととととととととととととととととととととととととととととととととととおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶でででででででででででででででででででででででででででででででででででででももももももももももももももももももももももももももももももももももももも「市長とお茶でも」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
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●子育て世帯臨●子育て世帯臨時時特例給付金特例給付金

●臨時福祉給付●臨時福祉給付金金

日
は
除
く
）、
午
前
９
時
～
午

後
５
時
　
分
　
※
た
だ
し
、
８

３０

月
８
日

、
９
日

、　

日

、

１５

　
日

の
４
日
間
は
開
設
し
ま
す
。

１６●
６
月
１
日

～
、「
子
育

て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」

の
申
請
受
け
付
け
を
開
始

し
ま
す

対
象
者
　
本
市
で
　
年
６
月
分

２７

の
児
童
手
当
を
受
給
す
る
人

（
　
年
度
の
所
得
が
児
童
手
当

２７
の
所
得
制
限
限
度
額
を
超
え
て

い
る
人
は
除
く
）

※
昨
年
度
と
異
な
り
、
生
活
保

護
受
給
者
な
ど
や
臨
時
福
祉
給

付
金
の
対
象
と
な
る
人
も
対
象

と
な
り
ま
す
。

支
給
額
　
　
年
６
月
分
の
児
童

２７

手
当
対
象
児
童
１
人
当
た
り
３

０
０
０
円

支
給
時
期
　
　
月
を
予
定
（
申

１０

請
時
期
に
よ
り
支
給
が
遅
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）

給
付
方
法
　
原
則
口
座
振
り
込

み
に
よ
り
支
給

申
し
込
み
　
８
月
　
日

ま
で

３１

に
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
郵
送
で

５
８
４
・
８
５

１
１
　
こ
ど
も
未
来
室
へ
（
持

参
も
可
）

※
申
請
書
は
児
童
手
当
現
況
届

と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
お
り
、
案

内
チ
ラ
シ
と
と
も
に
　
年
６
月

２７

分
の
児
童
手
当
受
給
世
帯
に
送

付
し
ま
す
。
な
お
、
現
況
届
の

提
出
が
不
要
の
世
帯
に
は
、
別

途
申
請
書
の
み
を
送
付
し
ま

す
。
申
請
書
が
届
か
な
い
場
合

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
児
童
手
当
現
況
届
が
受
理
さ

れ
な
い
と
給
付
金
が
支
給
さ
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
早

め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す

（
現
況
届
の
提
出
に
つ
い
て
は

　
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

２１※
公
務
員
の
人
で
、
職
場
か
ら

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は

職
場
か
ら
の
案
内
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

●
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
は

８
月
３
日

～
、
申
請
の

受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す

対
象
者
　
　
年
１
月
１
日
時
点

２７

に
お
い
て
本
市
に
住
民
登
録
さ

れ
て
い
る
人
で
、　

年
度
市
民

２７

税
が
非
課
税
の
人
（
市
民
税
が

課
税
さ
れ
て
い
る
人
の
扶
養
親

族
と
な
っ
て
い
る
人
や
生
活
保

護
受
給
者
な
ど
は
除
く
）

※
詳
し
い
支
給
要
件
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

支
給
額
　
１
人
当
た
り
６
０
０

０
円

申
し
込
み
　
８
月
３
日

～
　１０

月
　
日

ま
で
受
け
付
け
し
ま

３０
す
。
支
給
対
象
者
へ
の
案
内
方

法
や
申
請
方
法
な
ど
に
つ
い
て

は
、
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
広

報
誌
や
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
　
市
給
付
金
専
用

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
〔

0
5
7

0
（
０
７
４
）
４
７
４
〕
ま
た

は
臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
支
給
担

当
（
内
線
2
8
6
）

　「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
」
は
６
月
１
日

～
、「
臨

時
福
祉
給
付
金
」
は
８
月
３
日


～
、
そ
れ
ぞ
れ
申
請
を
受
け

付
け
ま
す
。
支
給
を
受
け
る
た

め
に
は
市
役
所
へ
の
申
請
が
必

要
で
す
。
ま
た
今
年
度
は
各
給

付
金
の
申
請
受
付
期
間
が
異
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
専
用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
ま
す

　
本
市
で
は
、「
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金
」
と
「
臨
時
福

祉
給
付
金
」
に
つ
い
て
、
６
月

１
日

か
ら
、
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

に
よ
る
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
〔


０
５
７
０
（
０
７
４
）
４
７
４
〕

を
開
設
し
ま
す
。
各
給
付
金
に

つ
い
て
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
設
期
間
　
６
月
１
日

～
　１０

月
　
日

（
土
・
日
曜
日
、
祝

３０

「まち・ひと・しご
と創生総合戦略」の
策定に向けたアン
ケート調査にご協
力を

　本市では、少子高齢化

と人口減少への対応、地

域活性化に向けた取り組

みを推進するため、「ま

ち・ひと・しごと創生総

合戦略」の策定に向けた

アンケート調査を６月中

に実施します。

　無作為に抽出された人

に調査票を郵送しますの

で、ご協力をお願いしま

す。

問い合わせ　政策推進課

（内線５１４）

　
富
田
林
ド
リ
ー
ム
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
第
１
日
目
の
試
合
終

了
後
、
選
手
た
ち
と
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
食
べ
な
が
ら
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん

か
。
な
お
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は

農
業
公
園
サ
バ
ー
フ
ァ
ー
ム
の

協
力
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

と
き
　
７
月
　
日

、
午
後
５

２５

時
～

と
こ
ろ
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園

対
象
者
　
７
月
　
日

の
試
合

２５

観
戦
者
で
小
学
生
以
上
の
人

※
小
学
生
の
人
は
保
護
者
同
伴

（
同
伴
の
保
護
者
も
参
加
人
数

に
含
む
）
。

定
員
　
　
人
　

７５

※
オ
リ
ッ
ク
ス
・
バ
フ
ァ
ロ
ー

ズ
の
選
手
は
　
人
参
加
予
定
。

２５

参
加
費
　
１
人
３
５
０
０
円

申
し
込
み
　
６
月
　
日

（
必

１７

着
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に

参
加
者
全
員
の
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
（
学
年
）、

電
話
番
号
を
記
入
し
、

５
８

４
・
８
５
１
１
　
常
盤
町
１
の

１
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
〔

　（２０）

０
３
９
０
〕
へ
（
申
し
込
み
多

数
の
場
合
抽
選
）

※
当
選
者
に
は
、
は
が
き
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
当
日
、
当
選

は
が
き
と
試
合
の
チ
ケ
ッ
ト

（
７
月
　
日
分
）
を
持
参
し
て

２５

く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
各
課
の
ペ
ー
ジ
「
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

富
田
林
ド
リ
ー
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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星
空
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
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いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

～
オ
リ
ッ
ク
ス
・
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
の
選
手
と
の
出
会
い
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富
田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田
林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
ききききききききききききききききききききき
ららららららららららららららららららららら
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
ききききききききききききききききききききき
商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商
品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品
券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券

「
富
田
林
市
き
ら
め
き
商
品
券
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

  取
扱
店
を
募
集
し
ま
す

　
本
市
で
は
、
地
域
に
お
け
る

消
費
を
喚
起
し
、
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
ま
た
子

育
て
世
帯
へ
の
経
済
支
援
を
す

る
た
め
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
の

「
富
田
林
市
き
ら
め
き
商
品

券
」
の
発
行
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
伴
い
、
商
品
券
の

取
扱
店
を
募
集
し
ま
す
。

申
し
込
み
　
６
月
　
日

～
７

１５

月
　
日

（
消
印
有
効
）
ま
で

１０
に
、

5
8
4
・
0
0
1
2
粟

ケ
池
町
２
９
６
９
の
５
　
富
田

林
商
工
会
〔

　
１
１
０
１
〕

（２５）

ま
た
は
商
工
観
光
課
（
内
線
４

８
３
）
に
備
え
付
け
の
取
扱
店

登
録
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
富
田
林
商
工
会
へ
。
ま

た
は
、

5
5
0
・
8
6
9
1

　
日
本
郵
便
㈱
大
阪
西
郵
便
局

私
書
箱
１
８
１
号
「
富
田
林
市

き
ら
め
き
商
品
券
」
事
務
局
宛

て
へ
郵
送

※
取
扱
店
登
録
申
請
書
は
６
月

　
日

～
、
富
田
林
商
工
会

１５ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔h

ttp
://w

w

w
.to
n
sh
o
w
.o
r.jp
/

〕
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

※
期
間
内
に
申
し
込
ま
れ
る
と

商
品
券
添
付
の
取
扱
店
一
覧
表

に
掲
載
さ
れ
る
予
定
で
す
。

※
取
扱
店
登
録
料
は
無
料
で
す
。

※
取
扱
店
登
録
が
で
き
な
い
商

店
や
、
利
用
対
象
に
な
ら
な
い

商
品
が
あ
り
ま
す
（
左
上
図
参

照
）。

※
商
品
券
の
使
用
期
間
は
８
月

　
日

～
　
月
　
日

の
予
定

２５

１１

３０

で
す
。　

※
今
回
は
取
扱
店
の
募
集
で

す
。
商
品
券
の
販
売
方
法
な
ど

に
つ
い
て
は
、
詳
細
が
決
ま
り

次
第
、
広
報
誌
や
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

地
域
防
災
マ
ッ
プ

　
　
　
　
作
成
を
支
援
し
ま
す

　
本
市
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

が
主
体
と
な
り
、
防
災
に
関
す

る
共
同
作
業
を
通
し
て
、
町
内

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
こ
と
や
、
地
域
に
お
け
る
防

災
対
策
に
役
立
て
て
い
た
だ
く

た
め
に
地
域
防
災
マ
ッ
プ
の
作

成
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
町
会
（
自
治
会
）

な
ど
の
地
域
内
の
危
険
箇
所
や

近
隣
の
待
避
場
所
な
ど
、
地
域

の
皆
さ
ん
が
調
査
し
た
情
報
を

地
図
に
記
入
し
て
い
た
だ
き
、

そ
の
地
図
に
市
が
緊
急
連
絡
先

な
ど
を
記
載
し
た
も
の
を
、
防

災
マ
ッ
プ
と
し
て
世
帯
数
分
印

刷
し
、
デ
ー
タ
と
と
も
に
皆
さ

ん
に
お
渡
し
す
る
も
の
で
す
。

　
昨
年
は
　
団
体
が
防
災
マ
ッ

２３

プ
を
作
成
さ
れ
、
地
域
防
災
訓

練
な
ど
に
活
用
す
る
な
ど
今
後

の
防
災
対
策
に
役
立
て
ら
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

補
助
対
象
団
体
　
町
会
（
自
治

会
）
ま
た
は
町
会
（
自
治
会
）

な
ど
を
含
む
複
数
の
団
体
で
構

成
す
る
連
合
体

※
規
模
の
小
さ
い
町
会
（
自
治

会
）
に
つ
い
て
は
、
隣
接
町
会

（
自
治
会
）
と
合
同
で
の
作
成

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
６
月
８
日

～
７

月
　
日

ま
で
に
市
消
防
庁
舎

１７
５
階
危
機
管
理
室
（
内
線
９
５

０
２
）
へ

※
作
成
に
は
所
定
の
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
必
ず
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
８
月
に
作
成
支
援
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。
地
域
防
災
マ
ッ

プ
の
完
成
は
　
年
３
月
頃
を
予

２８

定
し
て
い
ま
す
。

地域防災訓練補助金の活用を

　大規模災害発生時は、自助や共助といった地域で

の助け合いの行動が減災につながります。

　そのためには、日頃から 地域コミュニティーの形

成を図ることが重要です。

　災害時にはほとんどの市立小学校が指定避難所と

なっており、本市では地域防災力の強化を支援する

ため、小学校区単位で実施する防災訓練に対して補

助金を交付しています。この補助金を活用し、地域

ぐるみで災害時の対応を身に付けましょう。

補助対象事業　小学校区単位で実施する避難訓練、

消火訓練、救急救助訓練などの防災訓練

補助対象団体　１小学校区内の複数の町会（自治会）

による連合体、または町会（自治会）を含む複数の

団体で構成する連合体

補助金額　１０万円を限度に1団体につき年1回

申し込み　市消防庁舎５階危機管理室（内線９５０２）

へ　※交付には、所定の手続きが必要となりますの

で、必ず事前にお問い合わせください。
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援
行
動
を
開
始
し
て
く
だ
さ

い
。

③
避
難
勧
告

　
人
的
被
害
の
恐
れ
が
あ
る
た

め
、
指
定
さ
れ
た
避
難
所
へ
の

避
難
行
動
を
開
始
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
避
難
支
援
者
は
災

害
時
要
援
護
者
を
避
難
所
へ
避

難
さ
せ
る
た
め
の
支
援
行
動
を

開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

④
避
難
指
示

　
避
難
所
へ
の
避
難
を
完
了
し

て
く
だ
さ
い
。
避
難
中
ま
た
は

避
難
を
開
始
し
て
い
な
い
人

は
、
周
囲
の
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
速
や
か
に
避
難
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
い
と
ま
が
な
い
場

合
は
、
命
を
守
る
た
め
の
最
低

限
の
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

市
か
ら
の
避
難
勧
告
な
ど
の
情

報
伝
達
方
法

■
防
災
無
線
に
よ
る
伝
達

■
市
消
防
団
、
市
広
報
車
に
よ

る
伝
達

■
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲

載
、
と
ん
だ
ば
や
し
メ
ー
ル
の

配
信

■
エ
リ
ア
メ
ー
ル
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド

コ
モ
）、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
（
a

u
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
）
の
配
信

■
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
専
用
ア
プ

リ
「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
防
災
情
報
」

へ
の
配
信

■
町
会
（
自
治
会
）、
自
主
防
災

組
織
な
ど
へ
の
連
絡

■
社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
な
ど
の
福
祉
関

係
者
へ
の
連
絡
　
　
　

●
６
月
は
土
砂
災
害
防
止

月
間
で
す

　
近
年
、
異
常
な
集
中
豪
雨
に

よ
り
、
土
石
流
や
崖
崩
れ
な
ど

の
土
砂
災
害
が
発
生
し
、
全
国

各
地
で
大
き
な
被
害
が
出
て
い

ま
す
。
土
砂
災
害
が
発
生
し
や

す
い
長
雨
の
季
節
を
迎
え
、
土

砂
災
害
に
対
す
る
備
え
や
避
難

場
所
な
ど
を
、
こ
の
機
会
に
再

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
土
砂
災
害
は
、
雨
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

の
で
、
雨
の
量
や
周
り
の
現
象

に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

市
か
ら
の
避
難
情
報
と
市
民
の

皆
さ
ん
に
取
っ
て
い
た
だ
く
行

動　
次
の
情
報
を
原
則
段
階
的
に

伝
達
し
ま
す
。

①
避
難
準
備
情
報

　
家
族
と
連
絡
を
取
っ
た
り
、

非
常
持
ち
出
し
品
を
用
意
し
た

り
す
る
な
ど
、
避
難
の
準
備
を

開
始
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

避
難
支
援
者
は
災
害
時
要
援
護

者
を
避
難
さ
せ
る
た
め
の
支
援

行
動
の
準
備
を
開
始
し
て
く
だ

さ
い
。

②
一
時
避
難
情
報

　
人
的
被
害
を
避
け
る
た
め
、

自
宅
内
の
で
き
る
だ
け
高
い
所

な
ど
へ
、
一
時
的
に
自
主
避
難

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
避
難

支
援
者
は
災
害
時
要
援
護
者
を

必
要
最
小
限
の
移
動
で
安
全
な

場
所
へ
避
難
さ
せ
る
た
め
の
支

　
近
年
、
集
中
豪
雨
の
多
発
に

よ
り
全
国
各
地
で
床
上
浸
水
や

土
砂
災
害
に
よ
る
被
害
が
相
次

い
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
梅
雨
や
台
風
な
ど

に
よ
り
雨
が
増
え
る
季
節
を
迎

え
ま
す
が
、
地
震
と
違
い
、
水

害
や
土
砂
災
害
は
あ
る
程
度
の

予
測
が
可
能
で
す
。
日
頃
か
ら

家
の
周
り
の
危
険
箇
所
や
避
難

場
所
な
ど
を
確
認
し
、
非
常
持

ち
出
し
品
の
用
意
を
す
る
と
と

も
に
、
市
か
ら
の
避
難
情
報
な

ど
の
入
手
方
法
を
確
認
す
る
な

ど
、
災
害
へ
の
備
え
を
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
気
象
情

報
な
ど
を
早
期
に
収
集
し
、
早

め
の
避
難
行
動
を
と
る
こ
と
で

被
害
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
こ
ま
め
に

情
報
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

水
害
対
策
　

　
本
市
で
は
、
石
川
、
佐
備
川
、

千
早
川
、
梅
川
、
太
井
川
、
宇

奈
田
川
お
よ
び
東
除
川
の
流
域

に
お
い
て
、
浸
水
想
定
区
域
が

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

石
川
は
「
洪
水
予
報
河
川
」
と

し
て
「
は
ん
濫
注
意
、
避
難
判

断
、
は
ん
濫
危
険
」
な
ど
の
判

断
基
準
と
な
る
水
位
が
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
集
中
豪
雨
に
よ

り
河
川
の
水
位
が
上
昇
し
、
危

険
水
位
を
超
え
た
場
合
、「
避
難

勧
告
」
な
ど
の
避
難
情
報
を
対

象
地
域
へ
発
令
し
ま
す
。

土
砂
災
害
対
策
　

　
長
時
間
雨
が
降
っ
て
い
る
場

合
、「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。「
土
砂
災
害

警
戒
情
報
」
は
、
大
雨
に
よ
る

土
砂
災
害
発
生
の
危
険
度
が
高

ま
っ
た
と
き
に
、「
避
難
勧
告
」

な
ど
を
発
令
す
る
際
の
判
断
の

参
考
と
な
る
よ
う
、
府
と
気
象

庁
が
共
同
で
発
表
す
る
防
災
情

報
で
す
。
府
や
気
象
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
る
他
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
気
象
情
報

で
も
発
表
さ
れ
ま
す
。

　
本
市
で
は
、「
土
砂
災
害
警
戒

情
報
」
を
も
と
に
土
砂
災
害
の

危
険
地
域
へ
「
避
難
勧
告
」
な

ど
の
避
難
情
報
を
発
令
し
ま

す
。

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
ららららららららららららららららららららら
気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気
象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象
情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
ののののののののののののののののののののの
入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手
方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方

日
頃
か
ら
気
象
情
報
の
入
手
方
法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法

をををををををををををををををををををををを
確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確
認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認
ししししししししししししししししししししし
ててててててててててててててててててててて
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
ききききききききききききききききききききき
ままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししし

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょ
うううううううううううううううううううううう

水
害
・
土
砂
災
害
対
策

そ
の
他
の
情
報
入
手
先

《
パ
ソ
コ
ン
》

■
川
の
防
災
情
報

◎
河
川
防
災
情
報
〔h

ttp
://w

w
w
.o
s
a
k
a
-k
a
s
e
n
-p
o
rta
l.n

e
t/su
ib
o
u
/in
d
e
x
.h
tm
l

〕

■
土
砂
災
害
の
防
災
情
報

◎
お
お
さ
か
防
災
ネ
ッ
ト
〔h

t

tp
://w

w
w
.o
s
a
k
a
-b
o
u
s
a
i.

n
e
t/sa
b
o
u
/In
d
e
x
.h
tm
l

〕

■
本
市
の
気
象
警
報
・
注
意
報

◎
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔h

t

tp
:/
/
w
w
w
.jm
a
.g
o
.jp
/
jp
/

w
a
rn
/2
7
2
1
4
0
0
.h
tm
l

〕

《
携
帯
電
話
》

■
府
の
気
象
警
報
・
注
意
報

◎
お
お
さ
か
防
災
ネ
ッ
ト
〔h

t

tp
:/
/
w
w
w

-c
d
s
.o
s
a
k
a

-b
o
u
s
a
i.n
e

t/m
o
b
ile
/p

re
f/M
o
b
ile

W
a
rn
in
g
Jm
a
D
e
ta
il.h
tm
l

〕

■
本
市
の
気
象
警
報
・
注
意
報

◎
国
土
交
通
省
防
災
情
報
提
供

セ
ン
タ
ー〔h

ttp
:/
/
w
w

w
.jm
a
.g
o
.j

p
/jp
/b
o
s
a
i

jo
h
o
/
m
/
w

a
rn
/a
re
a
/1
0
6
/3
3
1
/2
7
2
1

4
.h
tm
l

〕

問
い
合
わ
せ
　
市
消
防
庁
舎
５

階
危
機
管
理
室
（
内
線
９
５
０

１
）、
土
砂
災
害
防
止
月
間
に

関
す
る
こ
と
は
水
路
耕
地
課

（
内
線
４
９
５
）
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年
度
住
民
税
に
適
用
さ

27れ
る
主
な
も
の

●
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
延
長
・

控
除
限
度
額
の
拡
充

　
個
人
住
民
税
（
市
・
府
民
税
）

の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
つ
い

て
、
対
象
期
間
が
４
年
間
（
　２６

年
１
月
１
日
～
　
年
　
月
　
日

２９

１２

３１


）
延
長
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の

期
間
の
う
ち
、
　

年
４
月
１
日

２６

か
ら
　
年
　
月
　
日

ま
で
に

２９

１２

３１

居
住
を
開
始
し
た
場
合
の
控
除

限
度
額
が
９
万
７
５
０
０
円
か

ら
　
万
６
５
０
０
円
に
拡
充
さ

１３
れ
ま
す
（
左
表
参
照
）
。

　
年
度

２７税
法
改
正

●
上
場
株
式
な
ど
の
譲
渡
・
配

当
所
得
な
ど
に
係
る
　
㌫
軽
減

１０

税
率
の
廃
止

　
上
場
株
式
な
ど
の
譲
渡
・
配

当
所
得
な
ど
に
係
る
税
率
は
、

特
例
措
置
に
よ
り
　
年
　
月
　

２５

１２

３１

日
ま
で
　
㌫
（
所
得
税
７
㌫
、

１０

住
民
税
３
㌫
）
の
軽
減
税
率
が

適
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、　

年
２６

１
月
１
日
以
降
は
本
則
税
率
の

　
㌫
（
所
得
税
　
㌫
、
住
民
税

２０

１５

５
㌫
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
平
成
　
年
ま
で
は

４９

復
興
特
別
所
得
税
（
　
年
は

２５

０
・
１
４
７
㌫
、　

年
以
降
は

２６

０
・
３
１
５
㌫
）
が
加
算
さ
れ

ま
す
。

●
ゴ
ル
フ
会
員
権
な
ど
の
譲
渡

損
失
に
係
る
損
益
通
算
な
ど
の

改
正
（
生
活
に
通
常
必
要
で
な

い
資
産
の
範
囲
の
追
加
）

　
譲
渡
損
失
の
他
の
所
得
と
の

損
益
通
算
お
よ
び
雑
損
控
除
を

適
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
生

活
に
通
常
必
要
で
な
い
資
産
の

範
囲
に
、
主
と
し
て
趣
味
、
娯

楽
、
保
養
ま
た
は
鑑
賞
の
目
的

で
所
有
す
る
不
動
産
以
外
の
資

産
（
ゴ
ル
フ
会
員
権
な
ど
）
が

追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
ゴ
ル
フ
会
員

権
な
ど
の
譲
渡
損
失
に
つ
い
て

は
、
総
合
課
税
に
お
い
て
、
他

の
所
得
と
の
損
益
通
算
が
適
用

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
年
度
住
民
税
に
適
用
さ

28れ
る
主
な
も
の

●
ふ
る
さ
と
納
税
の
特
例
控
除

額
の
拡
充

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
自
分
の

生
ま
れ
故
郷
や
応
援
し
た
い
自

治
体
に
寄
付
を
し
た
場
合
に
、

寄
付
額
の
う
ち
２
０
０
０
円
を

超
え
る
部
分
に
つ
い
て
、
一
定

の
上
限

ま
で
、

原
則
と

し
て
所

得
税
・

個
人
住

民
税
が

全
額
控

除
さ
れ

る
制
度

で
す
。

　
年
1

２７月
1
日

か
ら
、

そ
の
控

除
額
の

上
限
が
個
人
住
民
税
所
得
割
額

の
１
割
か
ら
２
割
に
拡
充
さ
れ

ま
し
た
。

●
ふ
る
さ
と
納
税
の
申
告
手
続

の
簡
素
化
（「
ふ
る
さ
と
納
税
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度
」
の
創

設
）

　
現
在
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
控

除
を
受
け
る
に
は
、
確
定
申
告

が
必
要
で
す
が
、
手
続
き
の
簡

素
化
を
図
る
た
め
、
税
法
上
の

特
例
を
つ
く
り
、
給
与
所
得
者

な
ど
が
ふ
る
さ
と
納
税
を
す
る

場
合
、
確
定
申
告
を
し
な
く
て

も
控
除
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

※
た
だ
し
、
確
定
申
告
に
代
わ

る
申
請
書
を
ふ
る
さ
と
納
税
先

の
自
治
体
へ
郵
送
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

※
給
与
所
得
の
み
の
人
で
も
、

ふ
る
さ
と
納
税
先
が
５
団
体
を

超
え
る
人
や
医
療
費
控
除
な
ど

の
各
種
控
除
手
続
を
さ
れ
る

人
、　

年
１
～
３
月
の
間
に
ふ

２７

る
さ
と
納
税
さ
れ
た
人
は
、
同

特
例
制
度
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

の
で
、
確
定
申
告
が
必
要
で

す
。

問
い
合
わ
せ
　
住
民
税
に
つ
い

て
は
課
税
課
（
内
線
1
1
1
、

1
1
2
）、
ふ
る
さ
と
納
税
に

つ
い
て
は
秘
書
課
（
内
線
3
1

2
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

河河河河河河河河河河河河河河河河河河河河河河河河河河河河河
内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内
音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音
頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭
講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講
習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習

河
内
音
頭
講
習
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

ををををををををををををををををををををををををををををを
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催
ししししししししししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままままままままままま

を
開
催
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

　
河
内
音
頭
は
、
市
内
各
所
で

開
催
さ
れ
る
盆
踊
り
で
歌
わ
れ

る
歌
で
、
曲
に
合
わ
せ
て
み
ん

な
で
踊
り
、
夏
か
ら
秋
に
か
け

て
の
風
物
詩
と
し
て
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
近
年
、
河
内
音

頭
に
合
わ
せ
て
踊
れ
る
人
が
少

な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
市
河
内
音
頭
保
存
会
で

は
市
民
を
対
象
と
し
た
講
習
会

を
開
催
し
た
り
、
中
学
校
で
実

施
さ
れ
る
文
化
教
室
に
講
師
と

し
て
参
加
し
た
り
す
る
な
ど
、

河
内
音
頭
の
普
及
活
動
に
努
め

て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
河
内

音
頭
の
良
さ
や
楽
し
さ
を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
次
の
と

お
り
同
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
盆
お
ど
り
大
会
へ
の

踊
り
子
派
遣
や
講
習
会
へ
の
講

師
派
遣
を
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と
き
　
６
月
　
日

、
７
月
２

２５

日

、
７
月
３
日

、
い
ず
れ

も
午
後
７
時
～
８
時
　
分
　

３０

と
こ
ろ
　
す
ば
る
ホ
ー
ル

定
員
　
各
　
人
　
参
加
費
　
無
料

５０

申
し
込
み
　
６
月
　
日

（
消

１６

印
有
効
）
ま
で
に
、
往
復
は
が

き
（
１
枚
に
１
人
）
に
河
内
音

頭
講
習
会
参
加
希
望
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
参
加
希
望

日
（
１
日
の
み
で
も
可
）
と
返

信
用
は
が
き
に
宛
名
を
記
入

し
、

５
８
４
・
８
５
１
１
常

盤
町
１
の
１
　
商
工
観
光
課

（
内
線
４
８
２
）
へ
（
申
し
込

み
多
数
の
場
合
抽
選
）　



９

　
市
内
で
ウ
メ
輪
紋
病
の
発
生

が
確
認
さ
れ
、
農
林
水
産
省
で

は
　
年
度
か
ら
一
部
地
域
で
緊

２５
急
防
除
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
感
染
拡
大
の
有
無
を
確
認
す

る
た
め
、
６
月
か
ら
８
月
の

間
、
次
の
地
域
の
ウ
メ
や
モ
モ

な
ど
の
樹
木
調
査
を
実
施
し
ま

す
。

■
対
象
地
域
　

大
字
廿
山
、
大
字
錦
織
、
甲
田
、

小
金
台
、
寿
町
、
桜
ケ
丘
町
、

新
青
葉
丘
町
、
新
家
、
高
辺
台
、

谷
川
町
、
廿
山
、
津
々
山
台
、

寺
池
台
、
常
盤
町
、
錦
織
北
、

錦
織
東
、
錦
ケ
丘
町
、
藤
沢
台
、

富
美
ケ
丘
町
、
宮
甲
田
町
、
美

山
台
、
大
字
佐
備
、
か
が
り
台
、

川
向
町
、
北
大
伴
町
、
西
板
持

町
、
大
字
東
板
持
の
一
部
、
東

板
持
町
、
南
大
伴
町
、
山
中
田

町
、
錦
織
南
、
大
字
須
賀
、
須

賀
、
五
軒
家
、
加
太
　

※
詳
し
い
地
域
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
調
査
方
法
　

　
農
林
水
産
省
職
員
、
府
職
員

ま
た
は
府
が
委
託
し
た
調
査
員

が
対
象
地
域
を
見
回
り
、
感
染

の
疑
い
が
あ
る
と
判
断
し
た
場

合
は
訪
問
し
て
樹
木
を
確
認
し

ま
す
。

　
ま
た
、
分
析
の
た
め
、
葉
を

数
枚
採
取
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
不
審
に
思
わ
れ
た

と
き
は
身
分
証
の
提
示
を
求
め

て
く
だ
さ
い
。

●
ウ
メ
輪
紋
病
と
は

　
同
病
に
感
染
し
た
植
物
（
ウ

メ
な
ど
）
の
葉
に
は
特
徴
的
な

輪
紋
を
生
じ
る
他
、
果
実
の
表

面
に
斑
紋
が
生
じ
る
こ
と
で
商

品
価
値
が
損
な
わ
れ
る
な
ど
の

悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
知
ら

れ
、
海
外
で
は
大
き
な
被
害
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
の
葉
の
吸
汁

で
感
染
が
広
が
り
ま
す
が
、
人

や
動
物
へ
は
感
染
せ
ず
、
感
染

し
た
木
の
果
実
を
食
べ
て
も
健

康
に
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
葉
に
特
徴
的
な
輪
紋
が
生
じ

て
い
る
ウ
メ
の
木
な
ど
を
所
有

さ
れ
て
い
る
人
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

※
感
染
し
て
い
る
葉
の
写
真

は
、
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔h

ttp

://w
w
w
.p
re
f.o
s
a
k
a
.lg
.jp
/

n
o
s
e
i/p
p
v
/

〕、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
の
各
課
の
ペ
ー
ジ
「
農
業

振
興
課
」、
ま
た
は
農
業
振
興

課
、
金
剛
連
絡
所
に
備
え
付
け

の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
感
染
し
た
樹
木
は
ま
ん
延
防

止
の
た
め
、
所
有
者
の
同
意
を

得
て
伐
採
処
分
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
農
林
水
産
省
神

戸
植
物
防
疫
所
大
阪
支
所
〔


０
６
（
６
５
７
１
）
０
８
０
１
〕

市
内
の
一
部
地
域
に
お
い
て
、
ウ
メ
、
モ
モ
（
ハ

ナ
モ
モ
を
含
む
）
な
ど
の
樹
木
調
査
（
ウ
メ
輪

紋
病
感
染
調
査
）
が
実
施
さ
れ
ま
す

自転車などの放置は

　　　　やめましょう

　
道
路
上
に
自
転
車
な
ど
を
放

置
す
る
と
、
歩
行
者
の
通
行
の

妨
げ
に
な
り
大
変
危
険
で
す
。

ま
た
、
ま
ち
の
景
観
も
損
な
わ

れ
ま
す
。
駅
周
辺
に
自
転
車
な

ど
を
駐
車
さ
れ
る
場
合
は
、
有

料
自
転
車
駐
車
場
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
一
部
の
自
転
車
駐
車

場
に
は
、
高
校
生
以
下
の
学
生

を
対
象
と
し
た
学
割
料
金
も
設

定
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
各
駅
周
辺
の
道

路
に
「
自
転
車
等
放
置
禁
止
区

域
」
を
指
定
し
、
区
域
内
に
放

置
さ
れ
て
い
る
自
転
車
や
ミ
ニ

バ
イ
ク
を
保
管
所
へ
撤
去
・
移

送
し
て
い
ま
す
。

　
撤
去
さ
れ
た
自
転
車
や
ミ
ニ

バ
イ
ク
な
ど
は
、「
第
一
自
転
車

等
保
管
所
」（
若
松
町
東
一
丁
目

６
の
　
）〔

　
３
２
３
３
〕
で

２７

（２６）

返
還
し
て
い
ま
す
が
、
返
還
時

に
次
の
と
お
り
移
送
・
保
管
費

用
を
徴
収
し
て
い
ま
す
。

自
転
車
　
    

１
台
１
５
０

０
円

ミ
ニ
バ
イ
ク

１
台
２
０
０

０
円
　
人
の
迷
惑

に
な
ら
な
い

よ
う
、
道
路

上
に
自
転
車

や
ミ
ニ
バ
イ

ク
な
ど
を
放

置
し
な
い
よ

う

に

し

ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

道
路
交
通
課

（
内
線
４
１

６
）

自転車もルールとマナーを
守って安全運転を

　近年増加している自転車乗車中の交

通事故への対策として、今年６月１日

から改正道路交通法が施行され、自転

車運転中に危険なルール違反を繰り返

している場合、自転車運転者講習を受

けていただくことになりました。

　また、講習受講命令に違反すると５

万円以下の罰金が科されます。

　自転車乗車時にはルールとマナーを

守り安全運転を心掛けてください。

　また、万一の事故から身を守るため

に自転車乗車時にはヘルメットの着用

をお願いします。

問い合わせ　富田林警察署交通課

〔(２５)１２３４〕または、府警察本部

〔０６(６９４１)００３０〕



１０

試
験
職
種
と
受
験
資
格
お
よ
び

採
用
予
定
人
数
、
採
用
予
定
月

左
表
の
と
お
り

第
１
次
試
験
日
、
試
験
内
容

試
験
日
　
６
月
　
日


２８

試
験
内
容
　
事
務
職
・
主
任
介

護
支
援
専
門
員
＝
教
養
試
験
、

面
接
試
験
、
実
技
試
験
（
手
話

通
訳
の
み
）、
保
育
士
＝
教
養

試
験
、
専
門
試
験
、
実
技
試
験

（
朗
読
、
ピ
ア
ノ
演
奏
）、
幼
稚

園
教
諭
＝
教
養
試
験
、
集
団
面

接
、
実
技
試
験
（
ピ
ア
ノ
演
奏
、

歌
唱
）

申
込
書
の
交
付

６
月
２
日

～
　
日


１７

※
い
ず
れ
も
人
事
課
、
金
剛
連

絡
所
で
交
付
し
ま
す
（
幼
稚
園

教
諭
は
教
育
指
導
室
で
も
交

付
）。

※
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各
課
の

ペ
ー
ジ
「
人
事
課
」
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す
。

申
し
込
み
の
受
け
付
け

６
月
２
日

～
　
日


１７

（
郵
送
の
場
合
は
６
月

　
日

ま
で
の
消
印
有

１５効
）
ま
で
に
、
事
務
職
・

主
任
介
護
支
援
専
門
員
・

保
育
士
は
人
事
課
（
内
線

３
２
２
、
３
２
３
）、
幼

稚
園
教
諭
は
教
育
指
導

室
（
内
線
３
６
９
）
へ

※
 申
込
書
の
交
付
、
受

け
付
け
は
、
月
～
金
曜
日

の
午
前
９
時
～
午
後
５

時
　
分
ま
で
。

３０
※
い
ず
れ
の
職
種
に
お

い
て
も
性
別
は
問
い
ま

せ
ん
。
ま
た
、
日
本
国
籍

を
有
し
な
い
人
も
受
験

で
き
ま
す
が
、
従
事
で
き

る
職
務
に
制
限
が
あ
り

ま
す
。

市
職
員
採
用
資

市
職
員
採
用
資
格格
試
験
を

試
験
を

実
施
し
ま

実
施
し
ま
すす

　
年
度

２７

　
２
月
１
日
、
市
内
で
開
催
さ

れ
た
駅
伝
大
会
に
参
加
し
て
い

た
男
性
が
競
技
中
に
突
然
倒
れ

る
と
い
う
事
案
が
発
生
し
ま
し

た
。
　
男
性
は
心
肺
停
止
状
態
で
し

た
が
、
近
く
に
い
た
人
た
ち
が

連
携
し
て
1
1
9
番
通
報
や
、

心
肺
蘇
生
法
を
施
し
、
ま
た
救

護
所
に
あ
っ
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用

し
た
こ
と
で
、
男
性
は
救
急
車

が
到
着
す
る
ま
で
に
意
識
を
回

復
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
一
連
の
行
動
は
「
救
命

の
連
鎖
」
と
い
い
ま
す
。
早
期

発
見
、
通
報
、
応
急
処
置
、
医

療
機
関
へ
の
搬
送
と
い
う
救
急

活
動
が
つ
な
が
っ
た
こ
と
に
よ

り
男
性
の
命
は
救
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
３
月
　
日
、
適
切

１９

な
応
急
手
当
て
と
1
1
9
番
通

報
、
ま
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
に
よ

り
人
命
救
助
に
貢
献
さ
れ
た
、

堀
江
　
康
信
さ
ん
、
西
澤
　
治

彦
さ
ん
、
山
口
　
千
晴
さ
ん
、

浜
口
　
正
子
さ
ん
に
、
消
防
長

か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
　
な
お
、
西
澤
さ
ん
と
浜
口
さ

ん
は
、
市
消
防
本
部
な
ど
が
実

施
す
る
応
急
手
当
て
講
習
を
受

講
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
堀
江
さ

ん
は
大
阪
狭
山
市
の
消
防
職

員
、
山
口
さ
ん
は
医
療
従
事
者

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
互
い
の

経
験
や
知
識
が
生
か
さ
れ
、
こ

の
た
び
の
人
命
救
助
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。

　
人
が
倒
れ
た
場
合
な
ど
の
緊

急
時
、
周
り
に
応
急
手
当
て
の

で
き
る
人
が
い
る
こ
と
で
、
尊

い
命
が
助
か
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　
市
消
防
本
部
で
は
、
随
時
応

急
手
当
て
講
習
や
普
通
救
命
講

習
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
の
受

講
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
消
防
本
部
消

防
総
務
課
〔

　
１
１
２
３
〕

（２３）

応急手当て講習を

受講しましょう

人命救助に貢献された
４人に感謝状を贈呈



１１

を
は
じ
め
、
塗
料
な
ど
の
危
険

物
は
、
今
や
日
常
生
活
に
深
く

浸
透
し
、
必
要
不
可
欠
な
存
在

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
こ
れ
ら
の
危
険
物
は

引
火
性
や
爆
発
性
を
持
っ
て
い

る
た
め
、
取
り
扱
い
を
誤
る
と

火
災
や
漏
え
い
事
故
な
ど
を
発

生
さ
せ
、
多
く
の
生
命
や
財
産

を
一
瞬
に
し
て
奪
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　
市
消
防
本
部
で
は
、
危
険
物

の
取
扱
事
業
所
に
対
し
て
安
全

の
確
保
を
呼
び
掛
け
ま
す
が
、

皆
さ
ん
も
危
険
物
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
消
防
本
部
予

防
課
〔

　
１
１
２
４
〕

（２３）

「無事故へと　　　
　  気持ち集中　       
         はっけよい」

６月７日～１３日は 

危険物安全週間

　
危
険
物
の
保
安
に
対
す
る
意

識
の
高
揚
と
啓
発
を
図
る
た

め
、
毎
年
６
月
の
第
２
週
は
危

険
物
安
全
週
間
と
な
っ
て
い
ま

す
。
　
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
あ
る

ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
な
ど
の
燃
料

普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普
通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通
救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救
命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命
講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講
習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（
ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ

普
通
救
命
講
習
会
（
Ａ
ＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥ

ＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤ
講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講
習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習
）））））））））））））））））））））））））））））
ををををををををををををををををををををををををををををを
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催
ししししししししししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままままままままままま

Ｄ
講
習
）
を
開
催
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

　
市
地
区
集
会
所
整
備
補
助
金

の
Ａ
Ｅ
Ｄ
購
入
事
業
申
請
に
は

「
普
通
救
命
講
習
Ⅱ
」修
了
証
所

持
者
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　
修
了
証
所
持
者
が
お
ら
れ
な

い
町
会
（
自
治
会
）
な
ど
は
、

こ
の
機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

と
き
　
７
月
２
日

、
午
後
１

時
～
５
時

と
こ
ろ
　
市
消
防
本
部
　

内
容
　
普
通
救
命
講
習
Ⅱ
（
成

～
Ａ
Ｅ
Ｄ
購
入
事
業
　
　
　
　

　
　
　
　
　
申
請
の
た
め
の
～

６月23日～29日は男女共同参画週間

　男女が互いに人権を尊重し、喜びや責任を分かち

合い、性別に関わりなくその個性と能力を十分に発

揮することができる男女共同参画社会の実現に向け

て皆さんの理解を深めるために、６月２３日～２９日

までの１週間は「男女共同参画週間」と定められ

ています。　今年の同週間のテーマは「地域力 × 女性
かける

力 ＝ 無限大の未来」です。
イコール

　期間中は、男女共同参画社会づくりに向けて全国

会議が開催されるなど、全国でさまざまな行事が実

施されます。本市では、この週間に合わせて特設で

女性のための電話相談を実施したり、男女共同参画

に関する資料を人権政策課、男女共同参画センター

ウィズ（すばるホール内）で無料配布したりします。

●女性のための特設電話相談

　このたび、毎月実施している女性のための電話相

談の受付時間を延長し、特設電話相談を実施しま

す。配偶者や恋人からの暴力、職場での人間関係や

家族のこと、夫婦の問題、仕事や生き方など、暮ら

しの中で抱えているさまざまな不安や悩みについ

て、研修を積んだ女性相談員がお聴きします。

　一人で悩まず、この機会にぜひお電話ください。

とき　６月２３日、午前１０時～午後６時、〔(２３)

０５６７〕

問い合わせ　人権政策課（内線４７４）

「親子平和の旅」参加者募集　　　　　

～広島平和記念式典に親子で参加しませんか～

　本市では、非核平和事業の一環として、若い人た

ちに戦争の悲惨さや核兵器の非人道性を伝え、非核

平和の願いを広げることを目的に、毎年市民の代表

として広島平和記念式典に親子で参列していただい

ています。今年も次のとおり参列していただける人

を募集しますので、ぜひお申し込みください。

とき　８月５日～６日

ところ・内容　広島平和記念式典への参列、広島平

和記念資料館の見学など

※参加後、感想文（８００字程度）を提出していただきます。

※宿泊費と広島市までの交通費（往復）は市が負担

します。

対象者　市内在住で親子平和の旅に初めて参加する

小学５年生以上の子どもと保護者

定員　１組２人　

申し込み　６月１８日（消印有効）までに、はがき

またはＥメールで住所、参加者２人の氏名・年齢（学

年）、電話番号、参加にあたっての簡単な抱負を記入

し、５８４-８５１１常盤町１の１　人権政策課（内線４７２）

〔Ｅメールjinken@city.tondabayashi.lg.jp〕「親子平和

の旅」係へ（１家族につき１件、申し込み多数の場

合抽選）

人
の
心
肺
蘇
生
法
を
主
と
し
た

統
一
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
４
時
間

の
講
習
）

対
象
者
　
地
区
集
会
所
な
ど
の

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
補
助
金
の
申
請
を

予
定
さ
れ
て
い
る
町
会
（
自
治

会
）
か
ら
の
参
加
希
望
者

定
員
　
　
人
（
申
し
込
み
先
着

５０

順
）　
※
１
町
会
（
自
治
会
）

に
つ
き
２
人
ま
で
。

参
加
費
　
無
料
　
※
講
習
終
了

後
、
消
防
本
部
よ
り
、
修
了
証

が
発
行
さ
れ
ま
す
。

申
し
込
み
　
６
月
８
日

～
　２２

日

（
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
分
）
ま
で
に
市
民
協
働
課
に

３０備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
同
課
へ
（
内

線
４
７
３
）〔

　
９
０
３
７
〕

（２５）

（
フ
ァ
ク
ス
申
し
込
み
可
）　

市
職
員
の
　
　
　
　

　
　
人
事
異
動

　
５
月
１
日
付
の
人
事
異
動

で
、
新
し
く
職
員
を
配
置
し
ま

し
た
。
部
長
級
以
上
の
異
動
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▽
市
長
公
室
長
　
松
田
　
貴
仁

▽
総
務
部
理
事
兼
契
約
検
査
課

長
　
土
井
　
昭
夫

▽
市
民
人
権
部
理
事
　
長
橋
　

淳
美

▽
産
業
環
境
部
理
事
・
農
業
委

員
会
事
務
局
次
長
　
杉
分
　
英

夫▽
教
育
総
務
部
理
事
　
尻
家
　

馨問
い
合
わ
せ
　
人
事
課
（
内
線

３
２
１
）



１２

　
本
市
で
は
、
　

年
度
か
ら

１３

「
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
」
を
策
定
し
、
地
球
温
暖
化

防
止
対
策
の
一
環
と
し
て
、
ア

イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
な
ど

経
済
運
転
の
徹
底
や
、
天
然
ガ

ス
車
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
な
ど

の
低
公
害
車
を
公
用
車
に
導
入

す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
電
動
自
転
車
を

導
入
し
、
近
距
離
に
お
け
る
移

動
手
段
と
し
て
活
用
し
て
い
ま

す
。
　
市
民
の
皆
さ
ん
も
マ
イ
カ
ー

の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、「
ア
イ

ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
」「
毎
月

　
日
は
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
」

２０の
取
り
組
み
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
買
い
物
の
際
は
自
分

の
買
い
物
袋
を
持
参
す
る
か
、

か
ば
ん
に
入
る
と
き
は
レ
ジ
袋

を
断
る
と
い
う
ほ
ん
の
少
し
の

心
掛
け
で
、
ご
み
の
量
と
二
酸

化
炭
素
の
排
出
量
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
み
ど
り
環
境
課

（
内
線
４
３
２
）

６６６６６６６６６６６６６
月月月月月月月月月月月月月
ははははははははははははは
環環環環環環環環環環環環環
境境境境境境境境境境境境境
月月月月月月月月月月月月月
間間間間間間間間間間間間間
ででででででででででででで

６
月
は
環
境
月
間
で
すすすすすすすすすすすすすす

　
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
と
は
、
大

気
中
の
窒
素
酸
化
物
や
炭
化
水

素
が
太
陽
光
線
中
の
紫
外
線
の

も
と
で
反
応
（
光
化
学
反
応
）

し
た
と
き
、
二
次
的
に
新
た
な

汚
染
物
質
（
光
化
学
反
応
生
成

物
質
）
が
生
成
さ
れ
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。

　
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
発
生
に

伴
う
被
害
は
、「
目
が
チ
カ
チ
カ

す
る
」「
喉
が
痛
い
な
ど
」
の
目

や
喉
の
刺
激
が
中
心
で
、
一
過

性
で
比
較
的
軽
症
の
も
の
で
す

が
、
刺
激
を
感
じ
た
人
は
洗
顔

や
う
が
い
を
し
、
富
田
林
保
健

所
〔

　
２
６
８
１
〕
へ
連
絡

（２３）

し
て
く
だ
さ
い
。

　
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
晴
天

で
日
差
し
が
強
く
て
気
温
が
高

く
、
風
の
弱
い
日
で
金
剛
山
が

い
つ
も
よ
り
見
え
に
く
く
、
も

や
の
か
か
っ
た
よ
う
な
日
に
発

生
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
南
河
内
で
の
光
化
学
ス
モ
ッ

グ
の
発
生
状
況
は
、
こ
こ
数
年

晴
天
で
気
温
が
高
く
日
射
の
強

い
日
が
多
い
た
め
、
予
報
・
注

意
報
と
も
発
令
回
数
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

　
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
予
報
や
注

意
報
が
発
令
さ
れ
ま
す
と
、
市

役
所
か
ら
保
育
所
、
幼
稚
園
、

小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
や
公

共
施
設
な
ど
に
連
絡
し
、
予
報

の
場
合
「
緑
色
」
の
旗
を
、
注

意
報
の
場
合
「
黄
色
」
の
旗
を

掲
示
し
て
周
知
を
図
っ
て
い
ま

す
。
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
予
報
や

注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
、

で
き
る
だ
け
屋
外
で
の
運
動
な

ど
を
避
け
て
、
屋
内
に
入
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
府
大
気
汚
染
常
時
監

視
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔h

ttp
://

ta
ik
i.k
a
n
k
y
o
.p
re
f.o
s
a
k
a
.j

p
/ta
ik
ik
a
n
sh
i/in
d
e
x
.h
tm
l

〕

  本市の節電への取り組み
　本市では、日頃から市役所の省エネ対策として、消灯

の励行や冷暖房温度の適正管理に努めています。

　職員の服装についても、今年も例年より実施期間を拡

大し、５月１１日～１０月３１日までノーネクタイなどのエ

コスタイルの提唱運動を進めています。

　また、電力需要がピークを迎える夏期（６月１日～

９月３０日）において、節電対策に取り組んでいます。

本市が、引き続き実施する主な節電対策は次のとおりで

す。

●冷房温度を２８℃に設定、冷房の運転は月曜日＝午前８

時４５分～、火～金曜日＝午前９時～、いずれも午後５時

に停止　※ただし、今後の状況により随時判断します。

●市役所庁舎エレベーター２基の稼働制限（午後６時～

翌午前８時４５分までは原則停止）

●消防本部消防署のエレベーター１基を終日停止

●金剛連絡所エレベーターを終日停止

●職員のエレベーター使用自粛

●昼休み時、事務室の消灯徹底（来客時は除く）

●業務に支障のない範囲で事務室や廊下などの照明を消

灯、退庁時の消灯徹底

●毎週水・金曜日のノー残業デーの実施

●長時間不在時のパソコンやプリンターなどの電源を切

る

●緑のカーテンを設置

　本庁の他、公共施設においても節電対策に取り組んで

いますので、市民の皆さんのご理解とご協力をお願いし

ます。

問い合わせ　みどり環境課（内線４３２）

ご注意ください
光化学スモッグ

で
も
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
情
報
を

確
認
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
登
録
す
る
と
メ
ー
ル

配
信
サ
ー
ビ
ス
も
利
用
で
き
ま

す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
み
ど
り
環
境
課

（
内
線
４
３
２
）

都
市
計
画
に
つ
い
て
の
公

聴
会
を
開
催

　
府
で
は
、「
南
部
大
阪
都
市
計
画

区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の

方
針
の
変
更
」
案
を
作
成
す
る
に

あ
た
り
、
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す

（
説
明
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
。

と
き
　
６
月
　
日

、
午
後
２
時
～

３０

と
こ
ろ
　
府
庁
別
館
（
大
阪
市
中

央
区
大
手
前
三
丁
目
２
の
　
）
１２

申
し
込
み
　
公
述
希
望
者
は
、
府

計
画
推
進
課
お
よ
び
市
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
に
備
え
付
け
の
公
述
申

出
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
６

月
８
日

～
　
日

（
必
着
）
ま

２２

で
に

５
４
０
・
８
５
７
０
府
計

画
推
進
課
（
住
所
記
載
不
要
）〔


０
６
（
６
９
４
４
）
６
７
８
１
・

Ｅ
メ
ー
ルk

e
ik
a
k
u
su
ish
in
@
sb
o

x
.p
ref.o
saka.lg

.jp

〕
へ
郵
送
ま
た

は
持
参
　

※
同
案
は
６
月
８
日

～
　
日


２２

ま
で
、
府
計
画
推
進
課
お
よ
び
市

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
で
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
公
聴
会
傍
聴
希
望
者
は
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
公
聴
会

傍
聴
希
望
の
旨
を
記
入
し
（
様
式

自
由
）
、
府
計
画
推
進
課
へ
郵
送

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
送
付
し
て
く

だ
さ
い
。



１３

設備投資を支援します

　（公財）大阪産業振興機構では、小規模

企業の創業や経営の刷新を図るため、府

内の小規模企業者などを対象に、設備投

資の支援をしています。申請は随時受け

付けていますので、ぜひご活用ください

（ただし、目標額に達した場合締め切り

ます）。詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ　（公財）大阪産業振興機構

〔０６(６９４７)４３４５〕

６月は「就職差別撤廃月間」です

～しない　させない　就職差別～

　就職の面接で、家族の出身地や職業、

思想、信条などについて質問すること

は、本人に責任のない事項や本来自由で

あるべき事項で応募者を判断することに

なるため、就職差別につながる恐れがあ

ります。

　府では毎年６月を「就職差別撤廃月間」

と定め、さまざまな啓発事業に取り組ん

でいます。就職の機会均等を保障するこ

との大切さについて、皆さんのご理解を

お願いします。

●就職差別１１０番

　電話またはＥメールで、採用面接時な

どの差別についての相談や、関係機関の

紹介などをします。

とき　6月１７日～１９日、午前１０時～

午後６時、〔06(６２１０)９５１８・Ｅメール

rosei-g04@sbox.pref.osaka.lg.jp〕　

※Eメールでの相談は、6月中随時受け付

けています。

問い合わせ　府雇用推進室〔０６(６２１０)

９５１８〕

27年度労働保険年度更新手続

きは７月10日までに

　２７年度の労働保険年度更新手続きは６

月１日～７月１０日までにお済ませく

ださい。詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ　申告書の記入方法について

は、労働保険年度更新コールセンター

〔０１２０(９４９)７３２〕（７月１７日まで 開

設）または大阪労働局労働保険適用・事

務組合課〔０６(４７９０)６３４０〕、保険料の納

付については、大阪労働局労働保険徴収

課〔０６(４７９０)６３３０〕

※大阪労働局ホームページ〔http://osa

ka-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/〕もご覧

ください。

　
富
田
林
霊
園
の
区
画
の
使
用

者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
区
画
　
右
下
表
の
と
お
り

現
地
説
明
　
６
月
１
日

～
　２７

日

、
午
前
９
時
　
分
～
午
後

３０

４
時
ま
で
自
由
に
見
学
し
て
い

た
だ
け
ま
す
の
で
、
希
望
者
は

同
霊
園
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ

い
。
土
・
日
曜
日
で
も
現
地
の

管
理
事
務
所
の
職
員
が
対
応
し

ま
す

富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林霊霊霊霊霊霊霊霊霊霊霊霊霊霊霊霊霊霊霊霊霊田林霊園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園のの
使用者を募使用者を募集集

申
し
込
み
　
６
月
　
日

、
午

２８

前
９
時
～
９
時
　
分
ま
で
に
市

３０

役
所
地
下
９
０
２
会
議
室
へ

（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
抽

選
）

※
な
お
、
抽
選
終
了
後
の
空
き

区
画
の
受
け
付
け
は
　
日

、

２９

午
前
９
時
～
、
衛
生
課
で
順
次

受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
衛
生
課
（
内
線

１
４
３
、
１
４
７
）

し
、
か
つ
家
庭
用
生
ご
み
処
理

機
器
な
ど
を
継
続
し
て
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
人

対
象
と
な
る
処
理
機
器
な
ど

①
生
ご
み
処
理
機
（
生
ご
み
を

粉
砕
し
て
水
路
ま
た
は
下
水
道

管
へ
流
す
タ
イ
プ
、
焼
却
処
理

す
る
タ
イ
プ
の
も
の
は
除
き
ま

す
）

※
１
世
帯
に
つ
き
１
台
ま
で
。

②
生
ご
み
ぼ
か
し
あ
え
容
器

※
１
世
帯
に
つ
き
２
台
ま
で
。

③
ぼ
か
し
剤

※
１
世
帯
に
つ
き
年
間
　
個
ま

１６

で
。

補
助
金
額
　
機
器
購
入
価
格

（
取
り
付
け
費
用
、
消
費
税
な

　
暑
く
な
っ
て
く
る
と
、
水
分

を
多
く
含
む
生
ご
み
が
た
く
さ

ん
出
ま
す
。
生
ご
み
は
、
気
温

や
湿
度
が
高
く
な
っ
て
く
る
と

腐
敗
が
進
み
悪
臭
を
発
し
ま

す
。
生
ご
み
を
捨
て
る
と
き

は
、
三
角
コ
ー
ナ
ー
用
の
水
切

り
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
、
水

分
を
十
分
切
っ
て
か
ら
出
し
て

く
だ
さ
い
。
　

　
ま
た
、
家
庭
か
ら
出
る
生
ご

み
（
台
所
ご
み
）
な
ど
を
堆
肥

化
す
る
生
ご
み
処
理
機
な
ど
を

購
入
さ
れ
た
世
帯
に
、
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
の
で
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

対
象
者
　
市
内
に
住
所
を
有

ど
は
除
く
）
の
２
分
の
１
の
額

（
　
円
未
満
は
切
り
捨
て
）
で

１０
上
限
２
万
円

※
①
②
は
、
購
入
後
１
年
以
内

に
限
り
ま
す
。
③
は
、
今
年
購

入
し
た
も
の
を
１
月
～
２
月
中

に
ま
と
め
て
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
購
入
店
の
ポ
イ
ン

ト
な
ど
を
利
用
し
割
り
引
き
を

受
け
た
場
合
は
、
割
り
引
き
後

の
金
額
が
機
器
購
入
価
格
と
な

り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

■
領
収
書
、
ま
た
は
購
入
店
発

行
の
販
売
証
明
書

■
カ
タ
ロ
グ
、
ま
た
は
機
器
設

置
後
の
写
真

■
振
込
先
の
分
か
る
も
の
（
金

融
機
関
の
通
帳
な
ど
）

■
印
鑑

※
申
請
者
、
領
収
書
（
販
売
証

明
書
）
の
氏
名
と
振
込
先
口
座

名
義
人
は
同
じ
人
に
限
り
ま
す
。

申
し
込
み
　
衛
生
課
（
内
線
１

４
４
～
１
４
６
）
へ

生
ご
み
処
理
機
器
購
入
補
助
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
ははははははははははははははははははははは
水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水

生
ご
み
は
水
をををををををををををををををををををををを

切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切
っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ
ててててててててててててててててててててて
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
ららららららららららららららららららららら
出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出
ししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししし
ょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょ
ううううううううううううううううううううう

　
　
切
っ
て
か
ら
出
し
ま
し
ょ
う
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！



１４

山中田町　

　平村　 絆 ちゃん（４カ月）
きい

やっとひとりでオッチン！

次は、ハイハイね。

新堂　

　音窪　 蒼 ちゃん（１カ月）
あおい

元気で優しい子に育ってね

寺池台　

　長浜　 由  依 ちゃん（３歳）
ゆ い

　　　　 靖  昂 ちゃん（１０カ月）
やす たか

仲良く元気に育ってね！

イ わ が 家
の ア ド ル

　
川
柳
・
短
歌
・
俳
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
は

が
き
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
（
１
人
各
５
点
ま

で
）。
市
内
在
住
の
人
で
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。
作
品
の
漢
字
や
氏
名
に
は
必
ず
フ
リ

ガ
ナ
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
８
月
号
の
「
短
歌
」
は
６
月
　
日

、
９
月

３０

号
の
「
俳
句
」
は
７
月
　
日

、　

月
号
の

３１

１０

「
川
柳
」（
宿
題
「
実
る
」）
は
８
月
　
日

ま
で

３１

に
応
募
（
い
ず
れ
も
必
着
）
し
て
く
だ
さ
い
。

　
宛
先
は
上
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＝
秀
句
＝

風
光
る
卒
寿
の
父
と
手
を
繋
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
南
旭
ケ
丘
町
　
銭
谷
　
え
い
子

∧
選
評
∨
一
句
全
体
に
ひ
ろ
が
る
幸
福
感
が
 篭
 る
秀

こ
も

句
。
国
の
現
状
と
比
較
し
た
時
、
救
わ
れ
る
思
い
が

漂
う
。
殺
伐
と
し
た
ニ
ュ
ー
ス
は
う
ん
ざ
り
と
な

る
。
風
光
る
・
手
を
繋
ぎ
と
平
易
な
日
常
と
見
え
る

が
、
こ
の
現
実
は
素
晴
ら
し
さ
を
表
現
し
て
見
事
。

科
学
館
浮
い
て
落
ち
な
い
し
ゃ
ぼ
ん
玉

　
　
　
　
　
　
　
　
甲
田
　
　
　
　
　
奥
宮
　
陽
子

大
掃
除
も
う
捨
て
よ
う
か
残
そ
う
か

　
　
　
　
　
　
　
　
高
辺
台
　
　
　
　
矢
野
　
正
弓

咲
き
満
ち
て
雑
木
隠
れ
の
桜
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
宮
町
　
　
　
　
　
土
井
　
清
子

測
量
の
い
つ
も
の
鴨
は
隅
に
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
山
手
町
　
　
　
　
笹
原
　
秀
計

石
棺
を
囲
ん
で
を
り
し
芽
吹
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
喜
志
町
　
　
　
　
松
本
　
克
江

友
の
名
を
 忽
 と
忘
る
る

こ
つ

 朧
 

お
ぼ
ろ

 月
 

づ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
台
　
　
　
増
山
　
美
栄
子

一
炊
の
夢
む
さ
ぼ
ら
ん
ハ
ン
モ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
　
者
　
詠

※
７
月
号
は
「
川
柳
」
を
掲
載
し
ま
す
（
な
お
、
応

募
は
５
月
　
日
で
締
め
切
り
ま
し
た
）。

３１

　わが家のアイドル（対象年齢は４

歳未満、兄弟・姉妹と一緒に写って

いる写真でも可）は、写真の裏に、

名前（ふりがな）と撮影時の年齢

（月齢）を記入し、メッセージ（20

字程度）を添えて、封書で左記の宛

先まで応募してください。

　なお、今応募された場合、掲載は約２カ月後にな

ります。

宛先

頂
点
　
日
原
　
輝
子
選

　
今
月
の
詠
題
「
当
季
雑
詠
」



１５

わ
が
ま
ち
こ
の
ひ
と

長
年
、
地
域
の
医
療
に
貢
献

尾
山
　
和
江
さ
ん

龍
泉

　
今
回
は
、
今
年
３
月
の
閉
院
ま
で

　
年
以
上
に
わ
た
り
地
域
の
医
療
に

６０貢
献
し
て
こ
ら
れ
た
、
龍
泉
の
尾
山

医
院
院
長
、
尾
山
　
和
江
さ
ん
を
紹

介
し
ま
す
。

　
鹿
児
島
出
身
の
尾
山
さ
ん
は
、
第

二
次
世
界
大
戦
後
の
間
も
な
い
頃
か

ら
医
学
生
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
で
、
当
時
甘
南
備
に
あ
っ
た
若

楠
学
園
と
い
う
孤
児
院
を
は
じ
め
、

府
内
の
養
護
施
設
を
回
っ
て
お
ら
れ

た
そ
う
で
す
。

　
ご
結
婚
後
も
活
動
を
続
け
ら
れ
、

再
び
若
楠
学
園
を
訪
れ
た
際
、
学
園

長
か
ら
「
こ
の
地
域
に
は
医
者
が
い

な
く
て
困
っ
て
い
る
。
ぜ
ひ
先
生
に

来
て
ほ
し
い
」
と
請
わ
れ
、
尾
山
さ

ん
は
こ
の
地
で
開
院
す
る
こ
と
を
決

め
ら
れ
、
昭
和
　
年
、
若
楠
学
園
内

２６

に
あ
っ
た
診
療
所
を
龍
泉
に
て
開
院

し
、
さ
ら
に
昭
和
　
年
に
は
現
在
の

３８

場
所
に
医
院
を
移
転
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
時
は
、
医
療
費
を
お
金
で
払
う

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
人
も
多
く
、

代
わ
り
に
お
米
や
野
菜
を
も
ら
っ
て

い
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、「
医
院
の
近
所
の
飼
い
犬
が

農
薬
を
誤
飲
し
て
し
ま
い
、
苦
し
み

な
が
ら
も
医
院
の
ド
ア
を
た
た
き
助

け
を
求
め
た
」
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド

も
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
尾
山
さ
ん
は
　
年
間
、
東

４２

条
小
学
校
や
第
三
中
学
校
で
学
校
医

と
し
て
も
勤
務
さ
れ
、
地
域
に
は
父

母
、
本
人
、
子
ど
も
、
孫
と
４
世
代

に
わ
た
っ
て
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

人
も
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
長
年
医
療
に
携
わ
れ

て
き
た
尾
山
さ
ん
に
、
こ
の
地
で
医

院
を
開
業
し
て
良
か
っ
た
こ
と
を
お

伺
い
す
る
と
、「
開
業
す
る
な
ら
無
医

村
な
ど
で
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
た

い
と
学
生
の
頃
か
ら
思
っ
て
い
た
。

縁
と
な
っ
た
若
楠
学
園
は
自
分
の
思

い
に
ぴ
っ
た
り
の
所
だ
っ
た
。
地
域

ぐ
る
み
で
助
け
合
う
、
自
然
い
っ
ぱ

い
の
龍
泉
で
仕
事
が
で
き
て
良
か
っ

た
」
と
の
こ

と
で
し
た
。

　
閉
院
前
の

３
月
　
日
に

２７

は
、
東
条
十

町
会
か
ら
長

年
の
感
謝
の

気
持
ち
と
し

て
、
農
業
公

園

サ

バ

ー

フ
ァ
ー
ム
の
特
産
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
地
域
の
医
療
に
全
力

を
尽
く
し
て
こ
ら
れ
た
尾
山
さ
ん
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
そ
し
て
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
。

「
健
康
と
ん
だ
ば
や
し
　
（
第
二

２１

次
）
及
び
食
育
推
進
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た

　
急
速
な
高
齢
化
の
進
展
と
と
も

に
、
食
生
活
の
変
化
や
運
動
不
足
な

ど
を
原
因
と
す
る
生
活
習
慣
病
が
深

刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
生

活
習
慣
病
に
関
連
す
る
死
因
が
死
亡

原
因
の
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
昨
年
に
実
施
し
た
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
な
ど
を

踏
ま
え
、
今
年
の
３
月
に
「
健
康
と

ん
だ
ば
や
し
　
（
第
二
次
）
及
び
食

２１

育
推
進
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。
　

　
こ
の
計
画
で
は
、
市
民
一
人
一
人

が
主
体
的
に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

め
る
よ
う
、
ま
た
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
健
康
づ
く
り
を
進
め
ら
れ
る

よ
う
、「
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
８
つ

の
柱
」「
食
育
推
進
の
た
め
の
４
つ
の

柱
」
を
新
た
に
打
ち
立
て
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
柱
を
基
に
、
ご
自
身
や
家

族
の
生
活
を
見
直
し
、
健
康
づ
く
り

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
（
左
図
参

照
）。

　
健
康
管
理
で
特
に
重
要
な
の
は
、

「
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
８
つ
の
柱
」

の
う
ち
、
⑦
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
が
ん

検
診
・
健
康
診
断
を
毎
年
１
回
受
診

す
る
こ
と
で
す
。
本
市
で
は
、　

歳
４０

以
上
の
人
を
対
象
に
が
ん
ミ
ニ
ド
ッ

ク
（
胃
・
肺
・
大
腸
が
ん
検
診
）
を
、

女
性
に
は
２
年
に
１
回
乳
が
ん
検
診

（
　
歳
以
上
対
象
）
・
子
宮
 頸
 が
ん
検

け
い

４０診
（
　
歳
以
上
対
象
）
を
無
料
で
実

２０

施
し
て
い
ま
す
。
受
診
方
法
な
ど
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

　
ま
た
、
６
月
　
日

に
は
食
育
月

１２

間
に
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
を
市
役
所

で
開
催
し
ま
す
（
　
ペ
ー
ジ
参
照
）。

１８

問
い
合
わ
せ
　
健
康
づ
く
り
推
進
課

〔

　
５
５
２
０
〕

（２８）

昭和３４年当時の尾昭和３４年当時の尾山山
医院と尾山さ医院と尾山さんん

尾山さん（写真中央）と東尾山さん（写真中央）と東条条
十町会の皆さ十町会の皆さんん
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　５月９日、富田林寺内町で、「じないまち古書

散歩」が開催されました。

　昔の酒蔵を利用した会場では、出店者がりん

ご箱一箱分の古本を販売する「一箱古本市」が

開かれ、いろいろな本が並べられていました。

　訪れた人たちは、広い酒蔵を見渡し、お気に

入りの古本を手に取りながら、店主との会話を

楽しんでいました。

■■古書探しを楽しも古書探しを楽しもうう

　５月３日～５日、農業公園サバーファームで、

恒例のポピー祭りが開催されました。

　お花畑では、満開のポピーが来園者を迎えて

いました。また、野菜の収穫体験やビンゴゲー

ムなど、家族で楽しめる催しも盛りだくさん。

　３日は、穏やかな日差しの中、たくさんの家

族連れなどがポピーを堪能しながら、木陰でお

弁当を食べたり、ボールで遊んだりと、ゴール

デンウィークの一日を楽しんでいました。

■満開■満開ののポピーを堪ポピーを堪能能

　５月１日、富田林駅前国道旧170号沿いに観光交流施設「きらめきファクトリー」がオープンし

ました。当日の開館式で、多田市長は「地域の魅力を発信し、訪れた人のさまざまなニーズに応え

られるような施設にしたい」とあいさつしました。式典終了後は、早速、ハイキング帰りの人や家

族連れなどでにぎわっていました。きらめきファクトリーには、観光案内の他、展示会などが開催

されるイベントスペースもありますので、ぜひお越しください。

■魅力を創造し発信する拠点■魅力を創造し発信する拠点「「きらめきファクトリー」オープきらめきファクトリー」オープンン

１６



■みどりに心が、やすらぎます

　４月26日～29日、津々山台公園で、第22回市

緑化フェア＆植木市が開催されました。

　期間中、木工クラフトに挑戦する「子どもク

ラフトコーナー」や松の 剪  定 講習、市内造園業
せん てい

者の庭園展示、緑化苗（つつじ）の無料配布な

どさまざまな催しが実施されました。

　また、会場では色とりどりの花木や花苗、花

鉢などの展示販売もあり、それらを買い求める

多くの人たちでにぎわっていました。

■こいのぼり上手にできたよ

　４月23日、青葉丘幼稚園内第２幼児教育セン

ターで、おひさま広場が開催されました。当日

は、初めてはさみとのりを使う子どももいまし

たが、お母さんに手伝ってもらいながら楽しそ

うにオリジナルのこいのぼりを作っていました。

　幼児教育センターでは、就園前の子どもを持

つ保護者の子育てを支援するため、さまざまな

催しや園庭開放を実施しています。気軽にご利

用ください。（関連記事20ページ）

■今年も、熱戦が始まりました

　４月下旬、市の花のつつじが、市内各地で見

ごろを迎えました。市消防署金剛分署から城

中学校東側の市道金剛東２号線沿いでは、道路

の両側、約700㍍にわたって、赤・白・ピンク

色のつつじが競うように花を咲かせ、まるでカ

ラフルなガードレールのようでした。

　爽やかな青空と、色鮮やかなつつじのハーモ

ニーは、歩行者やドライバーの目を楽しませて

いました。

　５月10日、市民総合体育館で、市体育協会主

管種目の第63回市民体育大会の総合開会式が

開催されました。

　開会式には、各競技の選手や役員が参加し、

前年優勝チームからの優勝杯返還の後、硬式テ

ニス高校生の部に参加する選手が大きな声で、

選手宣誓をしました。これから来年１月まで、

市内のスポーツ施設で約3500人の皆さんによ

る熱戦が繰り広げられます。

■色とりどりのつつじが満開

１７



保健医療
明記のないものは費用無料。問い合わせ、申し込みは、保健センター
〔(２８)５５２０・(２９)７７６０〕へ。指定医療機関（※）は、４月号広報
に折り込みの「平成２７年度保健事業案内」をご覧ください。

穴

血

結

訣

激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激

激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激

桁
桁
桁

桁
桁
桁

市民公開講座                        
  「専門医によるわかりやすい、
泌尿器のおはなし」

とき　６月２０日、午後２時３０分～４

時３０分（午後２時開場）

ところ　すばるホール４階銀河の間

内容　前立腺がんと夜間頻尿について

の講演、質問コーナー

定員　２５０人（当日、直接会場へ）

参加費　無料

問い合わせ　市民公開講座係〔０７２

(２２６)２７８６〕

けあぱる非常勤登録　　　　
ホームヘルパー募集

勤務時間　月～金曜日の他、土・日曜

日、祝日および早朝（午前８時以前）、夜

間（午後６時以降）

勤務形態　直接自宅から対象者宅を訪

問しケアする直

行直帰制　

対象者　介護職

員初任者研修以

上修了者（ホー

ムヘルパー２級以上取得者）、もしくは

ガイドヘルパー資格取得者

申し込み　休館日を除く午前９時～午

後５時にけあぱるへ

ジェネリック医薬品をご利用
ください

　ジェネリック医薬品とは、先発医薬

品（これまで使われてきた新薬）の特

許が切れた後に、同等の品質で製造・

販売される低価格の医薬品です。

　種類についても、さまざまな病気や

症状に対応するものがある上、カプセ

ルや錠剤、点眼剤など形態も豊富に

なってきています。

　また、ジェネリック医薬品を使用す

ることで、医療の質を落とさずに医療

費の負担を軽くすることができます。

　効き目はもちろん、安全性も先発医

薬品と同等で、安心してお使いいただ

けますので、特徴やメリットをご理解

いただき、ぜひご利用ください。

問い合わせ　保険年金課（内線１５０、

１８８）

１８

６月は食育月間です

　本市では、食育月間に合わせて、体

組成測定や栄養士と保健師による健康

相談などを次のとおり実施します。

　この機会にあなたの食生活を見直し

てみませんか。

とき　６月１２日、午前１０時～午後１時

ところ　市役所１階ロビー

参加費　無料（当日、直接会場へ）

問い合わせ　保健センター〔(２８)

５５２０〕



１９

 

発達支援のためのファイル    
「つながるファイル」説明会

　つながるファイルは、発達について

支援が必要な子どもを対象に、その保

護者と担任の先生などの支援関係者が

子どもの発達状況を共通に理解し、一

緒に考えながら、効果的な支援をして

いくことを目的に作られました。

　つながるファイルには、子どもの成

長の様子や、受けた支援・教育・サー

ビスなどの内容を記録することがで

き、所属する園や学校が変わっても、

一貫した支援を受けることが期待でき

ます。

　説明会では、「つながるファイルって

何」「どんな時に作るの」「作るメリット

は」など、つながるファイルの活用方

法について分かりやすく説明します。

とき　６月２４日、午前１０時～１１時

講座･催し
ところ　保健センター３階機能訓練室

対象者　市内在住の人

定員　６０人（当日、直接会場へ）

※保育はありません。

問い合わせ　こども未来室（内線２０８）

 

乳児後期健康診査

とき　生後１０カ月ごろに受診すること

が望ましいとされています

ところ　府指定医療機関

内容　問診、身体計測、小児科診察、

育児・栄養相談　

対象者　９カ月～１歳未満の乳児

※４カ月児健診時に受診票（１歳の誕

生日の前日まで有効）を発行します。　

費用　無料　

※府外の医療機関で受診される場合

や、他市からの転入などで受診票をお

持ちでない人は保健センター〔(２８)

５５２０〕へお問い合わせください。

 健診・予防接種



子育て講座

①ミニ講座「おはなし会」

とき　６月１７日、午前９時３０分～１１時

ところ　金剛保育園　

定員　１５組

②小麦粉粘土で遊ぼう

とき　６月１７日、午前１０時～１１時　

ところ　ふれんど保育園　

定員　１０組

ファミリー・サポート・セン
ター講習会

　ファミリー・サポート・センターで

は、援助してほしい人と援助したい人

が会員となり、子育てを地域で相互に

応援しています。

　このたび、同センターでは「子どもの

事故予防」をテーマに、講習会を開催

します。会員以外の人も参加していた

だけますので、気軽にお越しください。

とき　７月２日、午前１０時～１１時３０分

ところ　市消防本部　※市消防本部に

は駐車場はありませんので、できるだ

け公共交通機関をご利用ください。

内容　乳幼児に起こりやすい最近の事

故とその予防方法について学ぶ

対象者　市内在住・在勤・在学の人

定員　５０人（申し込み先着順）　※保育

あり（１５人程度、申し込み先着順）。

参加費　無料

申し込み　６月８日～２５日までに

こども未来室（内線２０５）へ

育児教室「ぴよぴよクラス」

とき　７月２２日、午後０時５０分～３

時１５分　ところ　保健センター

内容　離乳食の進め方、調理実演、試

食、育児の話（赤ちゃんの泣く意味に

ついて）、交流会、ふれあい遊び、個別

相談など

対象者　４カ月児健診受診後～８カ月

未満の乳児と保護者　

定員　２５組（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　６月８日～、保健セン

ター〔(２８)５５２０〕へ

富貴の里保育園内                 
子育て支援センターの催し

●ヤングママ＆プレママ集まれ！

とき　６月１２日、午前１０時～１１時３０分

ところ　富貴の里保育園内子育て支援

センター

内容　参加者同士の交流会など

対象者　２４歳までの妊娠中の人または

育児中の母親とその子ども　

定員　１０組（申し込み先着順）

申し込み　６月６日～、同支援セン

ター〔(２８)７３６４〕へ

③手づくりおもちゃを作ろう（保護者

対象）

とき　７月１５日、午前９時３０分～１１時

ところ　みどり保育園　

定員　１０組（保育あり）

申し込み　①は当日直接会場へ、②は

６月１０日～、③は７月１日～、各

園へ　

※申し込み先着順、各園の電話番号は

下表に記載。

２０

各施設の電話番号は31ページをご覧ください

「ファミリー・サポート・センター」（こども未来室　内線２０５）　依頼会員として登録された人に、援助者を紹介します。

仕事や用事で子どもの面倒を見られないときにその人に援助を依頼できます。また、援助してくださる人も募集しています。



 

子どもの人権110番電話相談

　法務省の人権擁護機関では、「子ども

の人権１１０番」を設置しています。

　このたび、強化週間としていじめや

不登校、体罰、児童虐待などについて、

子どもの人権専門委員（人権擁護委員）

が電話で相談を受け付けます。

　相談は無料、秘密は厳守しますので

ご利用ください。

とき　６月２２日～２８日、午前８時

３０分～午後７時（土・日曜日は午前１０

時～午後５時）

相談専用電話〔０１２０(００７)１１０〕

問い合わせ　大阪法務局人権擁護部

〔０６(６９４２)９４９６〕

児童手当の支払月です

振込日　６月５日（２月～５月分）

児童１人当たりの支給月額　下表のと

おり

●児童手当現況届の提出を

　現況届は、児童の監護（養育）状況

などにより、引き続き手当の支給要件

があるかを確認する大切な届けです。

　受給者には、６月上旬に現況届の案

内を送付しますので、６月３０日まで

に必要事項を記入し、次の書類を添え

て、同封の返信用封筒で郵送してくだ

さい。なお、公務員は勤務先での手続

きとなります。

・事業所に勤務し厚生年金などに加入

している人＝受給者本人（口座名義人）

の健康保険証の写しなど

・児童と別居している人＝別居の児童

を含む世帯全員の住民票（続柄の記載

されているもの）と別居監護申立書

・今年１月２日以降に本市に転入され

た人＝今年１月１日現在、住民登録を

児童福祉
されていた市町村発行の２７年度所得証

明書（児童手当用）

※今回の現況届には、「子育て世帯臨時

特例給付金」の申請書がセットになっ

ています。詳しくは同封の案内チラシ

をご覧ください。

●所得制限

　２７年度所得が所得制限限度額を超え

ている場合は、次回の１０月振り込み分

（６月～９月分）以降の児童手当の支

給月額が児童の年齢に関係なく、児童

１人当たり５０００円となります。なお、

限度額は下表のとおりです。

問い合わせ　こども未来室（内線２０４）

 

就学援助費の申請を

　経済的な理由で、市立小・中学校へ

の就学が困難な家庭に、費用の一部を

援助します。

　対象となるのは学用品費、小学校の

給食費、修学旅行費、医療費（虫歯、

中耳炎、結膜炎（アレルギー性含む）

など）です。

添付書類　今年１月２日以降に転入し

た人や単身赴任などで市外に居住して

いる人は１月１日に住民登録されてい

た市町村が発行する２７年度所得証明書

※本市で課税される人についての所得

は、教育指導室で確認します。申告がま

だの人は必ず済ませてください。

申し込み　６月１日～３０日（土・

日曜日を除く、午前９時～午後５時３０

分）までに教育指導室、金剛連絡所、

在学する小・中学校へ（すでに援助を

受けている人も再度申請が必要です） 

※市教育委員会で、申請書や所得金額

などを審査の上、認否を決定し８月末

までに通知します。

問い合わせ　教育指導室（内線３６４）

教　育

就園奨励費の申請を

　私立幼稚園就園に伴う保護者の経済

的負担を軽減するため、就園奨励費を

支給します。

申し込み　各園で配布する申請書に必

要事項を記入し、６月３０日までに在

園する幼稚園へ　

※申請書は６月上旬より各園で順次配

布します。

※対象となる園児および世帯区分など

詳しくは申請書をご覧いただくか、各

園またはこども未来室（内線２９２、２９４）

へお問い合わせください。

 

スター・ペアレティング講座
～たたかず、甘やかさず、子
育てする方法～

　「怒らないで子育てできるのか」「し

つけと体罰はどう違うのか」「子どもと

どう向き合えば良いのか」と悩んだこ

とはありませんか。そんな悩みを持つ

人を対象に、ワークショップなどを通

して、子どもと一緒に成長しながら親

としての自信も育むことを目的とした

講座を開催します。

とき　６月１３日、２０日、２７日、

午前１０時～正午（全３回）

ところ　中央公民館

対象者　乳幼児～高校生の子どもを持

つ保護者　

定員　２０人（申し込み先着順）　

参加費　無料　

申し込み　６月６日～、中央公民館へ

子育て相談会

　保健センターでは、毎月１回（第３

火曜日、午後１時～３時３０分）、子育て

相談会を開催していますので、気軽に

ご利用ください（要予約）。

内容　身体計測、発育発達、母乳、離

乳食、幼児食、育児に関する不安や心

配事など子育て全般に関する相談　

※身体計測のみを希望する人は午後２

時３０分～３時に直接お越しください。

問い合わせ　保健センター〔(２８)

５５２０〕

講座･催し

２１



２２

ものわすれ相談のご利用を

　タッチパネル式のパソコンを使った

ものわすれ健診や、保健師と看護師に

よる認知症に関する相談を実施しま

す。

とき　６月１０日、午後１時３０分～３

時３０分

ところ　総合福祉会館（当日、直接会

場へ）　

参加費　無料

問い合わせ　高齢介護課（内線１９６）

就労をめざす若者のための    
無料相談・セミナー

　南河内若者サポートステーションで

は、就労をめざす若者（１５～３９歳）を

対象に、就労相談や就労に必要な知識

を学ぶ就労支援セミナーなどを次のと

おり実施しています。

◆就労支援セミナー

とき　第１～４木曜日、午後２時～３時

◆パソコンセミナー

とき　第１・３水曜日、午後１時３０分

～４時

◆就労体験（農業体験、室内作業）

とき　毎週木曜日、午前９時３０分～１１

時３０分、毎週土曜日、午前１０時～１１時

３０分

※毎月１回イベントも実施しています。

また、相談は随時受け付けていますの

で、まずは電話でお問い合わせくださ

い。保護者の相談もできます。

問い合わせ　同サポートステーション

（常盤町３の１７）〔(２６)９４４１〕

各施設の電話番号は31ページをご覧ください

こころの電話相談　〔(２５)８２６４〕 毎週水曜日　午前１０時～午後３時３０分（ただし、祝日は休み）



ひきこもりシンポジウム       
～ひきこもりから自立への歩
み、家族・社会にできること～

　子どもがひきこもりになったとき、

どのように関わればよいかを考えるシ

ンポジウムを開催します。

とき　７月５日、午後１時３０分～４

時（午後１時開場）

ところ　青少年センター

内容　村上　公平さん（ＮＰＯ法人お

おさか教育相談研究所理事）による講

演会「社会的ひきこもりからの自立の

歩みをどう促すか」、ひきこもり支援機

関などによる交流会

対象者　ひきこもりの子ども・若者や

その家族、支援者など　

定員　５０人（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　６月８日～、社会教育課

へ（電話申し込み可）

若さ・健康・体力アップ教室

とき　６月２６日～８月２８日の金曜日

（７月３１日、８月７日、１４日を除く）、午

前９時４５分～１１時４５分（全７回）　

ところ　けあぱる

内容　体力チェック、若さと健康を保

つための運動や食事のポイント、口の

ケアについてなど

対象者　市内在住で６５歳以上の人　

定員　３０人　

参加費　無料

申し込み　６月１６日までにウエルネ

スけあぱるへ　

※申し込み多数の場合抽選。ただし、

初めて参加される人を優先します。

 

引きこもり相談窓口

　市内在住の１５歳（中学校卒業後）か

らおおむね３９歳までの人で引きこもり

などに悩んでいる人とその保護者を対

象に、カウンセラーによる相談を実施

します。

とき　①６月２５日、②７月２３日、

いずれも午後１時～２時３０分、午後２

時３０分～４時

相　談

 

介護支援専門員（ケアマネ
ジャー）市非常勤職員・臨時
的任用職員募集

任用期間　７月１日～２８年３月３１日

対象者　介護支援専門員資格取得者

で、３カ月以上認定調査の実務経験が

あり、普通自動車運転免許を有する人

採用人数　市非常勤職員または市臨時

的任用職員のいずれかで１人　

※勤務日や業務内容など詳しくは実施

要領をご覧ください。

試験日　６月１７日　※面接時間・場

所については、申し込み時にお知らせ

します。

合格発表　６月末までに本人へ通知

申し込み　６月１日～１２日（土・

日曜日を除く、午前９時～午後５時３０

分）までに、認定調査の実務期間を記

載した履歴書に応募動機（４００文字以

内）と介護支援専門員証の写しを添え

て、高齢介護課（内線１７７）へ（郵送不

可）　※実施要領は人事課（内線３２２）

および高齢介護課で配布（市ウェブサ

イトの各課のページ「人事課」からダ

ウンロードもできます）。

 

ワンポイント！介護講習会

　在宅介護に必要な介護方法につい

て、講義や実技を取り入れた講習会を

開催します。

とき　６月２５日、午後２時～３時３０分

ところ　市消防本部　※市消防本部に

は駐車場はありませんので、できるだ

け公共交通機関をご利用ください。

内容　薬剤師による服薬のタイミング

や薬の飲み合わせなど薬の基礎知識に

ついての講演、とろみ剤やオブラート

を使った服薬介助の体験など

定員　３０人　参加費　無料

持ち物　飲み物 

申し込み　６月２３日までに高齢介護

課（内線１９６）へ（申し込み多数の場合

抽選）

募　集

講　座

ところ　青少年センター　

定員　各１人（申し込み先着順）　

参加費　無料

申し込み　①は６月８日～１８日、

②は７月６日～１６日（土・日曜日を

除く、午前９時～午後５時３０分）までに、

社会教育課へ（電話申し込み可）

不動産に関する無料相談

　「大阪府宅地建物取引業協会南大阪

支部」と「全日本不動産協会大阪府本

部大阪南支部」が連携し、不動産に関

する無料相談を実施します。

とき　７月２日、午後１時～４時

ところ　市役所１階市民相談室　

定員　６人（申し込み先着順）　

内容　住宅の購入や賃貸マンションの

契約など不動産を安全に取引するため

の事前相談

申し込み　６月１７日～７月１日

（土・日曜日を除く、午前９時～午後

４時）までに、「大阪府宅地建物取引業

協会南大阪支部」〔０７２(９５８)３００５〕へ

税務相談センターを開設

　近畿税理士会富田林支部では、「税務

相談センター」を開設し、国税などに

関する税務相談を無料で実施します。

とき　６月１２日、７月１０日、８月２１日、

９月１１日、１０月９日、１１月１３日の金曜

日、いずれも午後１時～４時

ところ　市役所

申し込み　相談希望日の１週間前まで

（月～金曜日の午前９時～午後４時）

に、電話で同支部（若松町西二丁目１７０２

の１）〔(２５)６２５０〕へ

行政書士無料相談

　府行政書士会南大阪支部では、行政

書士無料相談を実施します。

とき　６月２０日、７月１１日、いず

れも午後１時３０分～４時３０分　

ところ　レインボーホール（市民会館）

内容　相続・遺言、成年後見制度、交

通事故などの自賠責請求、法人設立、

契約・内容証明、各種許認可などに関

する相談

申し込み　６月８日～、日曜日を除

く、午前１０時～午後６時に、濱田さん

（同支部）〔(５０)１１１０〕へ

２３



  

日本赤十字社資募金運動に    
ご協力を

　赤十字奉仕団、町会（自治会）をは

じめ多くの皆さんのご協力により、昨

年は約５０７万円の社資募金が集まりま

した。

　今年も人道的国際支援や災害時の備

蓄を充実させるため、募金活動を実施

していますので、ご協力をお願いしま

す。

問い合わせ　地域福祉課（内線２８８）

 

水道メーターの取り替えに    
ご理解とご協力を

　水道メーターは、計量法により使用

有効期間が８年と定められているた

め、本市では有効期限が迫った水道

メーター（私設の参考メーターは除く）

を順次取り替えています。

　メーター検針月が偶数月のお宅は奇

数月に、検針月が奇数月のお宅は偶数

月に取り替えに伺います。

　メーター交換を予定しているお宅に

は、事前に「お知らせチラシ」を配布

しますのでご協力をお願いします。

取り替えに際してのお願い

○メーターボックスの上に物や車を置

かないでください。

○メーター交換のときは１５～３０分程

度、水を止めさせていただきますので

ご了承ください。

○交換後、水が白く濁る場合がありま

すが、空気が混入しているだけですの

で問題はありません。少し水を出して

いただければ解消します。

　メーター交換は無料となっています

ので代金をいただくことはありませ

ん。なお、委託業者は上下水道部発行

の証明書を携帯していますのでご確認

ください。

　また、塀や擁壁の工事などでメー

ターの位置を変更する場合は、指定工

事業者を通じて、検針しやすい場所に

福　祉

上下水道

移設してください。

　工事については、市指定給水装置工

事業者または市管工事業協同組合

〔０１２０(０３２)４９７〕へお問い合わせく

ださい（月～金曜日の午後５時３０分以

降と土・日曜日、祝日は市役所宿直室

〔(２５)１０００〕へ）。

問い合わせ　水道工務課（内線２５７）

水道料金のお支払いは便利な
口座振替をご利用ください

　口座振替を希望される人は、「水道使

用量のお知らせ」と預（貯）金通帳、

通帳の印鑑を持参し、次の取扱金融機

関で直接申し込んでください。

取扱金融機関　りそな銀行、三菱東京

ＵＦＪ銀行、三井住友銀行、近畿大阪

銀行、池田泉州銀行、成協信用組合、

大阪南農業協同組合、大同信用組合、

関西ア－バン銀行、紀陽銀行、大阪シ

ティ信用金庫、近畿労働金庫、大正銀

行、ゆうちょ銀行・郵便局（専用申込

用紙）

問い合わせ　水道お客様センター

〔(２０)６４００〕

６月１日～７日は水道週間

　６月１日～７日まで、「カラカラ

で　蛇口に飛び込む　僕の口」をス

ローガンに、全国で水道週間が実施さ

れます。水道は、日常生活の上で欠か

せないものですが、あまりにも身近す

ぎて、水が限りある資源であることを

忘れがちです。

　水のことを資源として市民の皆さん

に理解していただくため、本市では期

間中「甲田浄水場」を一般公開します

ので、この機会にぜひ見学してくださ

い。

とき　６月１日～５日、午前１０時、

午後２時の２回

ところ　甲田浄水場（近鉄長野線「川

西駅」下車、東へ徒歩約５分）

問い合わせ　浄水課 〔(２４)１２１５〕

 

市立保育所夏期アルバイト募集

雇用期間　７月２１日～８月３１日

勤務地　市立保育所

職種　保育士など　

対象者　１８歳以上の人（高校生は除く）

※有資格者を優先します。

申し込み　６月１９日までに、こども

未来室または各保育園に備え付けの申

込用紙に必要事項を記入し、写真を添

えて、こども未来室（内線２９６）へ

学童クラブ指導員（補助員）
の登録を受け付け

　本市では、児童の健全な育成を図る

ため、全ての市立小学校で学童クラブ

を開設しています。

　学童クラブでは、就労などにより放

課後に保護者が家庭にいない児童を対

象に、遊びや生活の場を提供していま

す（利用の申し込みは随時受け付け）。

　現在、夏休み期間中の開設時間延長

に伴い、指導員（補助員）の登録を受

け付けています。

勤務地　市立小学校内学童クラブ

勤務時間　夏・冬・春休み期間中の月

～金曜日、午前８時～１０時３０分、午後

５時～７時　

賃金　時給９２０円　

申し込み　６月１９日までに、履歴書

に資格証明書などを添えてこども未来

室（内線２９６）へ

※教員・保育士の資格免許を有する人、

または子ども会活動などで指導者とし

ての知識・経験が豊富な人を優先しま

す。

富田林病院助産師・看護師募

集

職種　助産師、正看護師（いずれも正

規職員）

※勤務形態など詳しくはお問い合わせ

ください。

申し込み　電話またはＥメールで富田

林病院総務課〔(２９)１１２１・Ｅメール

jinji@tonbyo.org〕へ　

※見学も随時受け付けしています。

募　集

各施設の電話番号は31ページをご覧ください

２４



 

年金受給者への振込通知書の
送付は年１回です

　国民・厚生・船員年金は、年６回偶

数月に２カ月分支給（支払い月の前２

カ月分）されますが、年金振込通知書

は毎年６月の年１回、１年間の年金支

払予定額などのお知らせとともに送付

します。

　ただし、郵便局の窓口で年金送金通

知書により現金で年金を受け取ってい

る人は、年６回支給月ごとに年金送金

通知書が送付されます。

　なお、年度途中で年金の支給額や振

込金融機関などに変更があった場合は

その都度、変更後の額や金融機関につ

いてお知らせします。年金振込通知書

は、大切に保管してください。

問い合わせ　天王寺年金事務所〔０６

(６７７２)７５３１〕

27年4月分からの年金額が   
改定されました

　年金額は、物価や賃金の変動に応じ

て年度ごとに改定されることになって

おり、２７年度の年金額は、年金額改定

に用いる名目手取り賃金変動率が物価

変動率よりも小さくなるため、名目手

取り賃金変動率（プラス２.３㌫）によっ

て改定されます。

　また、現在の年金額は、本来の水準

よりも０.５㌫高い水準（特例水準）と

なっており、この特例水準を解消する

ため、２７年４月分以降の年金はマイナ

ス０.５㌫となります。

　さらに、今年度から現役世代人口の

減少などを考慮したマクロ経済スライ

ドによる年金額調整（マイナス０.９㌫）

が開始されるため、名目手取り賃金変

動率（プラス２.３㌫）と特例水準の解消

（マイナス０.５㌫）を合わせて、２７年度

の年金額は基本的に０.９㌫の増額とな

ります（２７年４月・５月分の年金の支

払いとなる６月振込分より改定）。

問い合わせ　天王寺年金事務所〔０６

(６７７２)７５３１〕

国民年金
 

第18回府介護支援専門員　　
実務研修受講試験

　府介護支援専門員実務研修受講試験

申込書を、６月２２日まで高齢介護課、

金剛連絡所、人権文化センター、けあ

ぱる、市社会福祉協議会、富田林保健

所、南河内府民センターで配布します。

※詳細は、申込書に添付の要領をご覧

ください。

■資格更新を忘れていませんか

　介護支援専門員の資格は、５年ごと

の更新が必要です。

　更新するためには、有効期間満了日

までに更新研修を修了し、更新の申請

手続きをする必要があります。

問い合わせ　（一財）府地域福祉推進財

団試験係〔０６(６７６３)８０４４〕、資格更新

に関することは（公社）大阪介護支援

専門員協会〔０６(６３９０)４０１０〕

ぴあ介護相談員募集

　ぴあ介護相談員は、介護保険施設な

どを月４回程度訪問して利用者の声を

聞き、事業者との橋

渡しをすることによ

り、サービスの向上

を図る活動をしてい

ます。

対象者　市内在住で

介護保険サービス事

業所に所属しておらず、介護など福祉

ボランティア活動に理解があり、介護

相談員養成研修（計６日間必須）を受

講できる人

募集人数　４人

申し込み　６月１日～、高齢介護課

に備え付けの応募用紙に必要事項を記

入し、２日～１７日までに高齢介護

課（内線１７７）へ

※一次選考は書類審査、二次選考は面

接（６月２４日）となります。

※募集説明会を６月１０日、午後３時

３０分～、市役所５階介護認定審査会室

で開催しますので、希望する人は当日、

直接会場へお越しください。

介護保険
 

27年度市・府民税納税通知書
を送付

　２７年度の市・府民税納税通知書は、

６月１日に発送する予定です。

　２７年度の市・府民税（住民税）は、

２６年中に所得があり、２７年１月１日現

在、市内に在住または事業所などを有

する人に課税されます。

　通知書がお手元に届きましたら、期

割とそれぞれの納期限をご確認の上、

期限内に納付してください。

問い合わせ　課税課（内線１１１、１１２、

１１７）

土地の利用変更や家屋の新築・
増築、取り壊しをした場合は届
け出を

　宅地や農地、山林を駐車場や資材置

き場などに利用される場合や、元に戻

された場合は、課税方法・税額が変わ

りますので届け出てください。

　また、家屋の新築や増築、取り壊し

をされた場合も必ず届け出をしてくだ

さい。

　なお、倉庫や物置なども課税の対象

となる場合があります。

　いずれも法務局で、土地については

地目変更登記、家屋については表題・

滅失登記を済まされた場合は必要あり

ません。

問い合わせ　課税課（内線１１３～１１６）

税

２５



各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

２６

手話教室（入門編）　　　　　
～手話で話そう～

とき　６月２３日～９月８日の毎週火曜

日（８月１１日、１８日は除く）、午後７時

～９時（全１０回）　

ところ　人権文化センター

対象者　市内在住・在勤・在学の中学

生以上の人（中

学生は保護者同

伴）

定員　２０人　

参 加 費　無 料

（教材費１０００円

程度実費）

申し込み　６月１０日までに人権文化

センターへ（申し込み多数の場合抽選、

電話申し込み可）

一日手話教室　　　　　　　
～目で見る言葉～

とき　６月１６日、午前１０時～正午

ところ　中央公民館

定員　１０人（申し込み先着順）

参加費　無料

講師　中央公民館クラブ「手話サーク

ル虹」

申し込み　６月６日～、ファックス

で安井　弘美さん〔(２８)７１２２〕へ（午

前９時～午後９時）

 

 

●富田林練達会（剣道）

Ａ小学生以上の人　Ｂ多数　Ｃ毎週

火・木・金・土曜日、午後６時４５分～

９時　Ｄ第二中学校体育館（ただし木

曜日は第三中学校体育館）　Ｅ入会金

３０００円、月額２５００円　Ｆ・Ｇ中村さん

〔０９０(７９６８)０９８３〕

●川西ジュニアーズ（少年軟式野球）

Ａ小学生　Ｂ多数　Ｃ毎週土・日曜日、

祝日、午前８時３０分～午後５時　Ｄ川

西小学校グラウンド　Ｅ月額３０００円

Ｆ森本　訓正さん〔０９０(３７２４)９８９９〕

Ｇ福　和男さん〔０９０(３２７２)６７７８〕

クラブ員募集

Ａ対象者 Ｂ募集人数 Ｃ活動日時

Ｄ活動場所 Ｅ会費 Ｆ申し込み

Ｇ問い合わせ

●ギタークラブ・プエンテ

Ａ市内在住・在勤・在学の人　Ｂ若干

名　Ｃ毎週木曜日、午後６時３０分～９

時　Ｄ金剛公民館　Ｅ月額５００円　Ｆ・

Ｇ梶谷　利典さん〔・(２３)４７３８〕（午

後６時～８時）

●囲碁クラブ

Ａ市内在住で６０歳以上の人　Ｂ多数　

Ｃ毎日（休館日は除く）、午後１時～５

時　Ｄ総合福祉会館　Ｅ入会金５００円、

年額３５００円　Ｆ・Ｇ勝田　浩さん〔(２５)

８１２１〕

●マイフレンド（バドミントン）

Ａ２０歳以上の女性　Ｂ多数　Ｃ毎週

火・金曜日、午後１時～５時　D市民

総合体育館　Ｅ月額３０００円　Ｆ山本　

裕子 さん〔０９０(６６７３)１６１１〕　Ｇ池田

　美恵子さん〔(２６)０２１８〕

※見学随時受付。

●気功太極拳同好会

Ａ市内在住・在勤の人　Ｂ若干名　Ｃ

第１～３土曜日、午後１時～２時３０分

Ｄ金剛公民館　Ｅ月額１０００円　Ｆ６月

２０日、午後１時～２時３０分に金剛公

民館へ　Ｇ中塚　邦夫さん〔(２９)

９７５１〕

●金剛油絵クラブ

Ａ市内在住の人　Ｂ若干名　Ｃ第２・

４日曜日、午後１時～４時　Ｄ金剛公

民館　Ｅ月額１０００円　Ｆ・Ｇ吉村　昌

成さん〔(２５)２８５３〕

●木彫クラブ（木彫・木工）

Ａ市内在住・在勤・在学の人　Ｂ若干

名　Ｃ第２・４日曜日、午前９時３０分

～１１時３０分　Ｄ東公民館　Ｅ月額１５００

円（別途教材費は実費）　Ｆ・Ｇ実田　

正章さん〔(２８)８５９３〕

●花柳流日本舞踊教室

Ａ日舞に興味のある人（初心者可）　Ｂ

５人　Ｃ第１火曜日、午前９時３０分～

１０時３０分　Ｄすばるホール　Ｅ月額

２０００円　Ｆ・Ｇ水津さん〔０９０(１０７４)

４９５２〕

●書道教室（硬筆・毛筆）

Ａ４歳以上の人　Ｂ１５

人　Ｃ毎週水曜日、午

後３時～７時のうち９０

分　Ｄすばるホール　

Ｅ月額３０００円　Ｆ・Ｇ

大喜多さん〔０９０(７０９９)３４１０〕

《新刊案内》

■小説など

岩窟姫　　　　　　　　　　　近藤　史恵

ブックのいた街　　　　　　　　関口　尚

美女と男子　　　　　　　　田渕　久美子

おはなし会

①中央図書館　６月１４日、２８日

②金剛図書館　６月６日、２０日、７月

４日

③東分室　６月１４日

④喜志分室　６月２８日

※①は午前１０時３０分～１１時、②～④は午後

３時～３時３０分に開催。

じゅうたんコーナーでのよみきかせ

中央図書館　６月７日、２１日、７月５日

、午前１０時３０分～１１時

金剛図書館　６月１３日、２７日、午後３時

～３時３０分

あかちゃんのおはなし会

中央図書館　６月１９日、①午前１０時１０分

～１０時４０分、②午前１１時～１１時３０分

金剛図書館　６月１１日、③午前１０時１０分

～１０時４０分、④午前１１時～１１時３０分、１８日

、⑤午前１０時１０分～１０時４０分、⑥午前１１

時～１１時３０分　※①③④は６カ月～１歳未

満の乳児と保護者対象、②⑤⑥は１歳児と

保護者対象（先着各１５組、ハンカチ持参）。

※いずれも当日、直接会場へ。

自動車文庫「つつじ号」巡回日程



けあぱるパソコン講座

　スマートフォンとタブレットパソコ

ンの使い方を体験してみませんか。

とき　６月１７日、２４日、いずれも

午前１１時～正午（全２回）

ところ　けあぱる　

内容　ｉＰｈｏｎｅやｉＰａｄといっ

た、スマートフォンやタブレットパソ

コンの機能や基本的な操作方法の紹介

定員　５人（申し込み先着順）　

参加費　３００円

申し込み　６月９日、午前９時～、

けあぱるへ（電話申し込み不可）　

※６月６日、午前７時～、けあぱる

ホームページ〔http://carepal.or.jp/〕

からも申し込みできます（定員３人、申

し込み先着順）。　

※スマートフォンなどは、けあぱるが

用意します。

シニアに役立つ楽しいスマー
トフォン教室

とき　①６月１１日、１８日、２５日、

午後３時３０分～５時３０分、②６月１５日

、２２日、２９日、午後３時３０分～

５時３０分（いずれも全３回）

ところ　ＮＰＯ法人きんきうぇぶ（小

金台二丁目５の１０）

内容　スマートフォンを使った電話の

かけ方、地図やテレビの見方、災害時

の活用方法など

定員　①②各１０人（申し込み先着順）

参加費　無料　

申し込み　６月８日～、同きんき

うぇぶ〔(２９)００１９・Ｅメールoffice@

kinkiweb.net〕へ　

※同きんきうぇぶが用意するスマート

フォンを使用します。

世界は 何  処 に向かう　　　　
ど こ

～宗教・文化で 紐 解く現代社
ひも

会～

　私たちが世界情勢を理解しようとす

るときに欠かせないキーワードが「宗

教」と「文化」です。この講座では、

それぞれの国や地域の文化・宗教を学

びながら、今、世界で起こっている諸

問題について考えます。

とき　６月１８日、７月２日、１６日

、３０日、いずれも午後７時～８時

３０分（全４回）

ところ　金剛公民館

対象者　市内在住・在勤・在学の人

定員　２０人（申し込み先着順）　

参加費　無料

講師　荻野　勝行さん（大阪大谷大学

人間社会学部教授）

申し込み　６月６日～、金剛公民館

へ（電話申し込み可）

総合福祉会館パソコン講習会

とき　７月２日～８月２７日（８月１３日

は除く）の毎週木曜日、午後２時～４

時（全８回）　

ところ　総合福祉会館

内容　ワードを使った簡単な文章・は

がきの宛名作成など

対象者　市内在住で６０歳以上の人、一

人親家庭の人、身体障がい者手帳を有

し、パソコンなどの改造を必要とせず

に文字入力ができる人

定員　１０人　

参加費　無料（教材費など実費）

申し込み　６月１５日～２３日までに

総合福祉会館へ（電話申し込み可）

※申し込み多数の場合抽選。ただし、

初めて参加される人を優先します。

２７

  

多文化いどばたカフェ

　子どものときにブラジルに渡って暮

らした軌跡、日系ブラジル人女性とし

て今また日本で暮らして感じているこ

となどについて、お茶を飲みながらお

話を聞きます。

とき　６月１９日、午後１時３０分～３

時３０分 

ところ　ＮＰＯ法人とんだばやし国際

交流協会

内容　講演「日系ブラジル人として日

本で暮らす」　

定員　１０人（申し込み先着順）

参加費　３００円　

申し込み　６月８日～１８日までに

同協会〔(２４)２６２２〕へ

  

シニア世代の　　　　　　　
カラオケ・お楽しみ会

　シニア富田林くすのき塾ではカラオ

ケを中心に６０組のシニア世代の一芸を

ステージで発表します。

　ぜひ、玄人顔負けの一芸をお楽しみ

ください。

とき　６月２０日、午前１０時～午後４時

ところ　すばるホール２階小ホール

定員　２００人（当日、直接会場へ）

※出演者の募集は終了しています。

参加費　無料（会場内への飲食持ち込

み可）

問い合わせ　髙木　初美さん〔０９０

(７１０６)４１３７〕

  イベント

 カルチャー

※広告の問い合わせは、情報公開課（内線３２６）へ。
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女声コーラス演奏会

　中央公民館クラブ「富田林女声コー

ラス」では、結成４５周年を記念して、

演奏会を開催します。

とき　７月１２日、午後２時～４時（午

後１時３０分開場）

ところ　すばるホール大ホール

定員　８００人（当日、直接会場へ）

入場料　１０００円（中学生以下は無料）

問い合わせ　用木　玲子さん〔(２５)

８６３２〕

公民館巡回劇場

　子ども会、ＰＴＡ、老人会、町会

（自治会）などの団体を対象に、主に

公民館クラブ連絡会に所属する市民

サークルが人形劇・楽器演奏などの出

前公演を開催します。

定員　１０組（申し込み先着順、ただし

初めての団体を優先）

費用　無料

申し込み　中央公民館に備え付けの申

請用紙に必要事項を記入し、６月６日

～、中央公民館へ

※営利に係る事業や飲酒を伴う行事へ

は協力できません。また希望する内

容、日時で実施できない場合もあります。

サバーファームだより

　バラ園では、バラの花が見ごろを迎

えています。

●クラフト教室

とき　６月７日、２１日、午後１時

３０分～３時　

内容　ドライフラワーリース、帽子の

壁掛け、押し花のティッシュケース

※いずれかを選択して作ります。

定員　各２０人　

参加費　５００～８００円

●田植え体験

とき　６月７日、午前１０時３０分～正午

定員　３０人　

参加費　無料

※いずれも当日、午前９時３０分～、受

け付け（申し込み先着順）

※入園料は別途必要です（ただし、レ

ストランのみご利用の場合は、入園料

なしでご利用いただけます）。

問い合わせ　サバーファーム

すばるスペースアート展　
2015作品募集

　７月１８日～２０日にすばるホール

で開催される宇宙をテーマにした絵画

展の展示作品を募集します。

募集作品　①小学生の部＝四つ切り画

用紙（各自で用意）、②幼児（小学生未

満）の部＝すば

るホールで配布

する画用紙　

※絵の具、クレ

ヨン、色鉛筆な

どで宇宙をテー

マにした絵を自由に描いてください。

申し込み　６月２日～７月１２日、

午前１０時～午後５時までにすばるホー

ル２階受付カウンターへ

※①②以外の年齢の人も応募できます

が、画用紙（サイズは最大四つ切りま

で）は各自で用意してください。

※応募された作品は全て展示し、全員

に参加記念品を用意しています。

市民後見人講演会                 
～市民後見人養成講座オリエ
ンテーション～

とき・ところ　①６月２６日、午後２

時～４時３０分＝河内長野市立市民交流

センター(キックス) （河内長野市昭栄

町７の１）、②７月４日、午後２時～

４時３０分＝大阪社会福祉指導センター

（大阪市中央区中寺一丁目１の５４）　

内容　講演「成年後見制度の概要」、市

民後見人の役割と活動の紹介、市民後

見人養成講座についての説明など

※①②とも内容は同じです。

定員　①②１００人（申し込み先着順）

※定員に満たなかった場合は、当日参

加も受け付けます。

参加費　無料（交通費実費）

申し込み　いずれも６月８日～、

ファクスで参加者の住所、氏名（ふり

がな）、電話番号、希望場所を府社会福

祉協議会内大阪後見支援センター

〔０６(6764)7760・０６(6764)7811〕

へ

※同オリエンテーションはどなたでも

ご参加できますが、８月から実施する

市民後見人養成講座の対象は、２５～７０

歳未満の人です。また、この講座を受

講するには同オリエンテーションへの

参加が必要です。

第65回市民文化祭

■民謡大会

とき　６月２１日、午前１０時３０分開演

ところ　すばるホール４階銀河の間

定員　２００人

■ダンスフェスティバル

とき　７月４日、１部＝午後４時３０

分～、２部＝午後５時４５分～　

ところ　すばるホール２階ホール

定員　８００人

※いずれも入場無料、当日直接会場へ。

問い合わせ　すばるホール

第65回市民文化祭　　　　  
参加者募集

①筝・三絃・尺八演奏会　

とき　１０月４日

ところ　すばるホール

定員　１３組

②謡曲大会

とき　１０月４日

ところ　すばるホール

定員　１５０人

③市民吟詠大会

とき　１０月１２日

ところ　レインボーホール（市民会館）

定員　７０人

④茶華道大会

とき　１０月２４日、

２５日

ところ　すばるホー

ル

定員　４０人

対象者　市内在住・在勤の人（①は５

人以上の団体）

申し込み　すばるホール、中央・金剛・

東公民館、レインボーホール（市民会

館）、市役所１階情報公開課に備え付け

の申込書に必要事項を記入し、６月１４

日（月曜日を除く午前９時～午後８

時）までにすばるホール（５８４-００８４

桜ケ丘町２の８）〔(２５)０５５０〕へ（申

し込み多数の場合抽選、ファクス・郵

送での申し込みも可）

問い合わせ　すばるホール

２８



  

きらめきファクトリー企画展

「写真館の仕事展」

展示期間　６月４日～１４日、午前

１０時～午後６時

ところ　観光交流施設「きらめきファ

クトリー」２階

内容　ガラス乾板、長年写真館で使わ

れていたアンソニーカメラ、写真の現

像室やスタジオセット、分解したデジ

タルカメラやフィルムカメラなどの展

示、カメラを使った写真撮影の体験な

ど

入場料　無料

問い合わせ　きらめきファクトリー

〔(２４)５５００〕

富田林サマーバル

　各参加店で提供される特別メニュー

と引き換えることができる「バルチ

ケット」を買って、まち歩き、食べ歩

き、飲み歩きを楽しみませんか。

《富田林エリア》

とき　７月１０日、１１日、午前１１時～

午後９時

ところ　富田林寺内町、近鉄長野線「富

田林駅」・「富田林西口駅」周辺

《喜志エリア》

とき　７月１７日、１８日、午前１１時～

午後９時

ところ　近鉄長野線「喜志駅」周辺

バルチケット（９枚つづり）の購入方法

●前売り券＝２５００円、７月１日～８

日まで、観光交流施設「きらめきファ

クトリー」と喜志ヤマニシデンキ（喜

志町三丁目７の２２、木曜定休日）で販

売（電話予約不可）　

●当日券＝２７００円、きらめきファクト

リーと喜志ヤマニシデンキで販売

※バルチケットは、富田林エリア、喜

志エリア共通で利用できます。

※詳しくは、きらめきファクトリー

ホームページ〔http://www.tonkira.jp/〕

をご覧ください。

問い合わせ　きらめきファクトリー

〔(２４)５５００〕

  イベント 自然保全活動と自然に親しむ催し

①植物観察会

とき　６月６日、午前９時～午後１時

持ち物　弁当、水筒

②米作り体験（田植え）

とき　６月１３日、午前１０時～午後３時

持ち物　水筒（昼食は現地で作りま

す）、タオル、着替え

③昆虫ウォッチング

とき　７月１８日、午後３時～９時　

持ち物　弁当、水筒、懐中電灯、採集用具

④里山ホリデー（里山保全活動）

とき　７月２６日、午前１０時～午後３時

持ち物　水筒（昼食は現地で作ります）

※いずれも彼方（奥の谷）で実施、開

始時間に瀧谷不動尊駐車場前集合、参

加費は３００円（小学生以下は無料、ただ

し保護者同伴）。①③④は長袖、長ズボ

ン、帽子、軍手、安全な靴で、②は動

きやすい服装（長ズボンで参加する場

合は裾がめくり上げられるもの）で参

加してください。当日、午前７時の天

気予報で降水確率が５０㌫を超えた場合

は中止としますが、②は６月１４日に

延期します。

問い合わせ　田渕　武夫さん（富田林

の自然を守る市民運動協議会会長）

〔０９０(８８８８)３９１２〕　

※活動内容など詳しくは、富田林の自

然を守る会ホームページ〔http://www.

geocities.jp/tondabayashinoshizen/〕を

ご覧ください。

撞球・将棋・囲碁大会

①撞球大会

とき　６月２５日　定員　３０人

②将棋大会

とき　７月１４日　定員　３２人

③囲碁大会

とき　７月１６日　定員　６４人

※いずれも午前９時３０分開始。

ところ　総合福祉会館

対象者　市内在住で６０歳以上の人、障

がい者、一人親家庭の人

参加費　無料

申し込み　①６月９日～１５日、

１５日～２３日、③１７日～２５日ま

でに総合福祉会館へ（いずれも申し込

み先着順、電話申し込み可）

第5回「 石上 　露子生誕祭」
いそのかみ

　寺内町で生まれ育った明星派歌人、

石上　露子の誕生月が６月にあたるこ

とにちなみ、露子を顕彰する催しを実施

します。

①「じないまち探訪」

とき・ところなど　６

月６日、午後２時、

本町公園集合（受け付

けは午後１時３０分～）

②生誕祭セレモニー

とき・内容など　６月１３日、午前１１

時～１１時３０分＝供茶、献花、筝曲の演

奏、午前１１時３０分～午後２時＝お茶席

ところ　重要文化財旧杉山家住宅

③黄昏コンサート

とき・内容など　６月１３日、午後６

時～７時３０分＝露子歌曲の合唱、ジャ

ズ、「露子の歌詞」公募優秀作品の発表

と表彰

ところ　重要文化財旧杉山家住宅

定員　８０人

④露子文学講演会

とき　６月１３日、午後２時３０分～４

時３０分

ところ　旧田中家住宅

定員　８０人

参加費　①③④は無料、②は入館料大

人４００円・小人２００円（お茶席には、お

茶代４００円が別途必要）　

※いずれも当日、直接会場へ。

問い合わせ　文化財課（内線５０８）

献血にご協力を

とき　①６月１７日、午前１０時～午後

０時３０分、②２４日、午前１０時～正午、

午後１時～４時３０分、③７月４日、

午前１０時～正午、午後１時～４時３０分

ところ　①錦郡小学校、②こんごう福

祉センター（金剛コロ

ニー）、③エコール・ロゼ

対象者　１８～６９歳で体重

が５０㌔以上の人（６５歳以

上の人は６０～６４歳の間に献血経験があ

る人に限ります）　※ただし、男性は１７

歳から可。その他の条件などについて

はお問い合わせください。

問い合わせ　市献血推進協議会（総合

福祉会館内）〔(２５)８２６１〕

２９
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※各施設へ電話をされる際には、おかけ間違いのないようにご注意ください。

小学校校庭遊び場開放事業

　子どもたちに、身近で安全な遊び場

として、小学校の校庭を開放し、交通

事故やその他の危険から守るととも

に、健全な育成を図ることを目的とし

てこの事業を実施します。

とき　①６月２１日、７月１９日、午

前１０時～午後４時、②６月２８日、午

前１０時～午後４時

ところ　①富田林小学校、大伴小学校、

②寺池台小学校

対象者　市内在住・在学の子どもとそ

の保護者

問い合わせ　スポーツ振興課〔(２０)

０３９０〕（ただし、当日は市役所へお問い

合わせください）

※団体での占用利用はできません。　

※校区外に出掛けるときは決められた

ルールを守って出掛けましょう。

６月・７月の                         
市民総合体育館共用使用

◆競技場（インディアカ・バドミント

ン）《共に１面》　

とき　６月１１日、２５日、７月９日

、２３日、正午～午後３時

使用料　一般１４０円、中学生以下６０円　

持ち物　上靴、シャトル、ラケットなど

◆剣道場　

とき　６月４日、１８日、７月２日

、１６日、午後６時～９時

使用料　一般３００円、中学生以下１３０円

◆柔道場

とき　６月７日、２１日、７月５日

、１９日、８月２日、午後６時～

９時

使用料　一般３００円、中学生以下１３０円

問い合わせ　市民総合体育館

シニア向けＬａＬａＬａ　 
Ｆｉｔ（ラララフィット）

　体力に自信のない人でも楽しみなが

ら参加いただける筋力トレーニングで

す。

とき　７月２日～、

午前１１時～正午（月４

回）

ところ　ウエルネスけ

あぱる

対象者　６０歳以上の人

定員　１２人（申し込み先着順）

参加費　１カ月４０００円

申し込み　６月６日、午前１１時～、

ウエルネスけあぱるへ（電話申し込み

可）　

※６月６日、午前７時～、けあぱる

ホームページ〔http://carepal.or.jp/〕

からも申し込みできます（定員５人、

申し込み先着順）。

※６月２５日、午前１１時～正午、ウエ

ルネスけあぱるで体験会を実施しま

す。詳しくはお問い合わせください。

トレーニング場機器使用説明会

とき　年末年始を除く、午前１０時～午

後９時の間で３０分程度

ところ　市民総合体育館

対象者　高校生以上の人

参加費　５００円　

持ち物　運動のできる服装、上靴、利

用許可証用の写真１枚（縦３㌢×横２.４㌢）

申し込み　参加希望日の前日までに市

民総合体育館へ（電話申し込み可）

※毎月第３月曜日（祝日の場合は第２

月曜日）は、午前９時～正午まで、機

器点検のためトレーニング場は利用で

きません。

ルーシーダットン入門講座

　タイで古くから伝わる健康体操

「ルーシーダットン」を体験してみま

せんか。

とき　６月２６日～７月３１日の毎週金曜

日、午前１０時３０分～正午（全６回）

ところ　東公民館

対象者　市内在住・在勤・在学で５５歳

未満の人

定員　１０人

参加費　無料

持ち物　動きやすい服装、ヨガマット

（バスタオル可）

申し込み　６月６日～１７日（必着）

までに、往復はがきに講座名、住所、

氏名（ふりがな）、年齢、電話番号を記

入し、５８４-００４５山中田町一丁目５の

５０　東公民館へ（申し込み多数の場合

抽選）

※来館して申し込む場合は、返信用の

はがきを持参してください。

かんたんストリートダンス

とき　６月１９日、７月３日、１７日、３１

日、８月７日、２１日、９月４日、１８日、

１０月２日、１６日、３０日のいずれも金曜

日、午後６時～７時（全１１回）

ところ　東公民館

対象者　小学生

定員　５人（申し込み

先着順）

参加費　無料

持ち物　運動のできる

服装、上靴

申し込み　６月６日

～１８日までに、東公民館へ（電話申

し込み不可）

３０

※広告の問い合わせは、情報公開課（内線３２６）へ。



⑭ヨガ　７月１６日～９月２４日の木曜

日、午後１時～２時

⑮ライトヨガ　７月１６日～９月２４日の

木曜日、午後２時３０分～３時３０分

⑯やさしいピラティス　７月１７日～９

月２５日の金曜日、午後３時～４時

ところ　ウエルネスけあぱる

対象者　高校生以上の人

定員　各１５人（ただし、③⑦⑩は各２０

人、⑪は１０人）

参加費　各５０００円　

※施設利用料は別途必要です。  

申し込み　６月１０日、午前９時～、

ウエルネスけあぱるへ　

※いずれも申し込み先着順。

子どもスイミング教室

とき　毎週水曜日および金曜日の部＝

①午後４時３０分～５時３０分、②午後５

時３０分～６時３０分、毎週土曜日の部＝

①午後３時３０分～

４時３０分、②午後

４時３０分～５時３０

分（いずれも月４

回）

ところ　ウエルネスけあぱる

内容　①水慣れから背泳ぎまで、②ク

ロール（２５㍍）の練習から４泳法まで

対象者　小学生

定員　各２５人（最少催行人数５人）

参加費　１カ月５０００円

申し込み　休館日を除く午前１０時～午

後７時（日曜日、祝日は午後４時まで）

に、ウエルネスけあぱるで随時受け付

け

〔金剛連絡所　 (29) 1401〕

  

健康づくり教室（10回）

《水泳の部》

①はじめてスイミング　７月１４日～９

月２９日の火曜日、午後１時～２時

②スイムトレーニング　７月１４日～９

月２９日の火曜日、午後２時３０分～３時

３０分

③アクアビクス　７月１５日～９月３０日

の水曜日、午前１１時～正午

④４泳法チャレンジ　７月１５日～１０月

７日の水曜日、午後１時３０分～２時３０分

⑤クロールからのステップアップ　７

月１５日～１０月７日の水曜日、午後３時

～４時

⑥クロール入門　７月１６日～９月２４日

の木曜日、午後１時～２時

⑦水中ウォーキング　７月１６日～９月

２４日の木曜日、午後２時３０分～３時３０分

⑧平泳ぎプラス　７月１７日～９月２５日

の金曜日、午後１時～２時

⑨リラックススイミング　７月１７日～

９月２５日の金曜日、午後２時３０分～３

時３０分

⑩アクアトレーニング　７月１１日～９

月２６日の土曜日、午後２時～３時

《陸上の部》

⑪バランスボール　７月１４日～９月２９

日の火曜日、午後２時３０分～３時３０分

⑫フラダンス　７月１６日～９月２４日の

木曜日、午前９時４５分～１０時４５分

⑬ピラティス　７月１６日～９月２４日の

木曜日、午前１１時～正午

  スポーツ電話番号＆今月の休館日

※休館日は翌月の５日まで掲載。なお、休

館日以外でも受け付けできない日や時間帯

がありますのでご注意ください。

●市民総合体育館　　　　  (24) 2265

　休みません

●青少年スポーツホール　  (29) 3778

　休みません

●総合スポーツ公園　　　  (35) 2121

　休みません

●図書館

　中央 (25) 4921・金剛 (28) 1171

　６/１、８、１５、２２、２９

●公民館　

　中央 (24) 3333・金剛 (28) 1121

　東 (25) 1772・ 喜志分館 (25) 7966

　６/１、８、１５、２２、２９

●人権文化センター　　　  (24) 0583

　６/７、１４、２１、２８、７/５

●児童館　　　　　　　　  (25) 0666

　６/７、１４、２１、２８、７/５

●青少年センター(社会教育課)  (24) 1451

　６/１、８、１５、２２、２９

●すばるホール　　　　　  (25) 0222

　６/１、８、１５、２２、２９

●レインボーホール(市民会館)  (25) 1117

　６/３、１０、１７、２４、７/１

●市民公益活動支援センター  (26) 7887

　６/６、７、１３、１４、２０、２１、２７、２８、

　７/４、５

●総合福祉会館　　　　　  (25) 8261

　休みません

　※毎週木曜日は浴場の利用はできません

●かがりの郷　　　　　　  (20) 6070

　休みません

　※毎週月曜日は浴場の利用はできません

●けあぱる　　　　　　　  (28) 8600

　ウエルネスけあぱる　 　 (28) 8668

　６/１、８、１５、２２、２９

●農業公園サバーファーム  (35) 3500

　６/１、８、１５、２２、２９

●旧杉山家住宅・寺内町センター  (23) 6117

　じないまち交流館　　　  (26) 0110

　旧田中家住宅　　　　　  (25) 6771

　６/１、８、１５、２２、２９

●消防本部　　　　　　　  (23) 0119

　金剛分署　　　　　　　  (29) 0119

３１
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問い合わ問い合わせせ （一社）全国防災共助協会〔06(6120)2375〕、危機管理室（内線9　（一社）全国防災共助協会〔06(6120)2375〕、危機管理室（内線9501501））

※広告の問い合わせは、情報公開課（内線３２６）へ。

防災意識と日頃の備えがあなたの命を守りま防災意識と日頃の備えがあなたの命を守りますす

　本市では、（一社）全国防災共助協会と「減災を目的とした防災ARに関する協定」を締結し、スマ本市では、（一社）全国防災共助協会と「減災を目的とした防災ARに関する協定」を締結し、スマーー

トフォンアプリ「みたチョ」を導入しましたトフォンアプリ「みたチョ」を導入しました。。

「みたチョ」はＧＰＳを利用した避難誘導システムで、スマートフォンに「みたチョ」をダウンロ　「みたチョ」はＧＰＳを利用した避難誘導システムで、スマートフォンに「みたチョ」をダウンローー

ドすると、災害時に最寄りの避難所まで誘導してくれますドすると、災害時に最寄りの避難所まで誘導してくれます。。

また、平時は「みたチョ」対応の「防災啓発ステッカー」にスマートフォンをかざすといろい　また、平時は「みたチョ」対応の「防災啓発ステッカー」にスマートフォンをかざすといろいろろ

な情報が流れ、情報を見終わるとポイントを貯めることができ、貯まったポイントは防災グッズな情報が流れ、情報を見終わるとポイントを貯めることができ、貯まったポイントは防災グッズなな

どと交換することができます。情報を「見た」だけでポイントが「貯まる」ので、「みたチョ（見どと交換することができます。情報を「見た」だけでポイントが「貯まる」ので、「みたチョ（見たた

貯）」の名前の由来となっています貯）」の名前の由来となっています。。

スマートフォンをお持ちの人は「みたチョ」をダウンロードして、普段から防災意識を持ち、　スマートフォンをお持ちの人は「みたチョ」をダウンロードして、普段から防災意識を持ち、非非

常時の減災に努めましょう常時の減災に努めましょう。。

①右記のＱＲコードを読み取①右記のＱＲコードを読み取るる

②「みたチョ」ダウンロード②「みたチョ」ダウンロード用用

ホームページ〔http://arx.meホームページ〔http://arx.me〕〕

にアクセスすにアクセスするる

次のいずれかの方法でスマートフ次のいずれかの方法でスマートフォォ

ンにダウンロードしてくださいンにダウンロードしてください。。

・最寄りの避難所まで誘・最寄りの避難所まで誘導導

・気象庁のデータなどを確認でき・気象庁のデータなどを確認できるる

・ポイントを貯めて防災グッズなどと交・ポイントを貯めて防災グッズなどと交換換

スマ―トフォンをステッカーにかざすといスマ―トフォンをステッカーにかざすといろろ

いろな情報が流れます。ステッカーは市役いろな情報が流れます。ステッカーは市役所所

各課窓口の他、金剛連絡所などの公共施設各課窓口の他、金剛連絡所などの公共施設窓窓

口に備え付けています口に備え付けています。。

「みたチョ」でできること

「みたチョ」の登録方法

防災啓発ステッカーの使い方

いつでも気象庁のデータいつでも気象庁のデータやや

避難所が確認できます避難所が確認できます。。

スマートフォンを防災啓スマートフォンを防災啓発発

ステステッッカーにかざすとポカーにかざすとポイイ

ントを貯めることができントを貯めることができまま

すす。。

災害時は最寄りの避難所災害時は最寄りの避難所まま

で誘導してくれますで誘導してくれます。。

「みたチョ」で防災意識アップ「みたチョ」で防災意識アップ！！「みたチョ」で防災意識アップ「みたチョ」で防災意識アップ！！

※「みたチョ」の詳しい利用方法などはお問い合わせください※「みたチョ」の詳しい利用方法などはお問い合わせください。。
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